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水質汚濁調査

工場廃液の魚類致死濃度試験

水質汚濁こ関する研究として、従来主として水質、底質の化学的性状の相異により汚濁の程

度及び範囲を知る努力がはらわれたが更に化判制獄の相異にともなう水産生物の受ける生理

的障害の程度を知る必要がある．汚水による生物の生理的障容については汚水の原因とるベき

工場廃液叉多数の工場による混合蹴くの性質等により出現する症状は複雑なものである．然し

さ 症状の発見及び発見された症状がどの成分によるものであるかを識別することは今の場合困難

~- 

である。よって先づすべての場合に共通な症状即ち弊死の状態に逮せしめる渡度を主要工場の

廃水について測定することにし現在までに判明したものについて報告することとした．
＊＊＊ホ傘＊＊＊＊＊事＊ヨド＊＊＊＊＊＊

3実験要領 3
＊＊＊＊＊ホキ本＊＊＊本＊＊＊＊＊ネ＊

（工）実験期間 31年 10月～ 32年5月

(2）実験場所 大阪府水産試験場

(3）供試材料 供試廃液はいずれも各事業：mこおける綜合最終排水口より約4.0 .e捌くする

ことを原則とした。採水した隠夜は約20f容着色ガラス瓶Z本に入れコルク栓にて密栓の

うえ、日光の当らぬ場所にて保存し，必要に応じて供試した。

供試魚は当場養魚池で同条件で飼育されたフナ稚魚（体長 3.0～4..匂m）を Z～5日間突

験容告訴こ収容し層IIらした後供試した．

( 4.）実験方法直径oOcmt)白色疋脇洗面捺に池水にて各濃度に稀釈した除夜各々 10 2をと

り前記フナ稚魚それぞれ1 0 尾を収容し致死経過、~魚の状態を観察するとともに 2 4. • 

4. 8時間低過後における濃度別の防隊より各時間における平均致死渡度を F1.n ne yの図

解法により求めた。
＊＊＊キキ＊＊＊＊牢＊＊＊本＊本本＊

3観察及び結果 t
＊＊＊＊本＊キキ＊キ本本家事＊＊＊ホ

廃液中の主要化学成分について分析した結果は第l表に示すとおりである．
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第工表 廃液の性状

工 場l吟吋寿酒4潟II製鋼l大阪ガス｜男U府吋三協製指iド州〆之ノ
採水年月向lm2,31.鴎 131.江 .5,31.ll.3, 31.叫釦但oI fil.辺.11I窃 .2.251認，3.6J 3符郁

比割
PH j 

回 ~9.:S妥
灰 d0.6~ 

1. 016 

3.1 

23.137 

19.010 

エ.O(!! 1.002 

7.3 7.2 

ユ.527

0.6(1! 

1.0C 1 1.001 

γ.3 7.2 5.5 7.0 

1.202 o.お1 o.怨 oI Q004. 

o.7721 o.~ 0.133 I 0052 

KMH04. ! M号化
消費量イ 135.29

お.2 75.9 30.98 84.. 26 I 4.8. 82 63,9.1. 局~l..

I 2 ~~ : 吟乞
992.92 

S03 工加古手 ユβ70.19 。 。 。 極徴 。
F 1 uあ1.00

012 

~ 

吟/r. 10.5.5 ι~ 。 極微i極微 微量｜極微

NH3 MYLI 0.019, 

一
フエノール ｝毎土｜ 4.0.82 • 

化学薬染肥品料料 ~：~：~ 「抗紙｜ l洗濯司洗糊意i Rロロ .. ’ 洋 酒 鉄
，， 

（工）住友化学波黒緑色で硫化水素臭強い．廃液をビーカに入れ直射日光の当る所に放置すれ

ば記 4時間以内に怒ぬまなくなり半透明のす禍色となる．致死経迭は第2-1表に示すとお

りである、

工 1,5 2.0 2.5 3.0 3,5 4.0 4.5 5,0 

3,15 2.26 ユ，49o.ワO 。。。C 。
時 30分 l (6) の） 。） (4) 

~?>4 

Q..O) (10) Cl 0) (l 0) 

1. 3 0 依復f矢笥快復恢復 4 3 3 9 

2. 30 4 ワ 7 8 9 

4 • 3 0 4 '1 8 10 ユ0

4. 8 . 0 0 4 ？？ 8 10 工O

備考
l実験開始時 I2消費量59・ワ 9mg／乙

実験中水温 13.0～18. 0・C、（）内は卸E数

4.. 0～5.0 第では直ちに狂奔、横臥し、しばらくして卸E状態に入り順次発死する。 〈こ

こで仮死とは何等かの刺戟なくしては呼吸運動をせぬものを云う）

2.0～3.5需では最初すベての個体が鼻上げ症状を呈し、その後狂奔、横臥、初Eの経過

-2-
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をたどって姥死するが 1.0～ 3.0再では仮F献態に入った後 1～Z時間後に回復する個体もあ

った。総じて狂奔、~げ等の異常開始は実験開始後 5分以内に生じ30 分以内に仮~態に

入つfら 4時間30分以内に逐次姥死率は増加するがそれ以降は姥死率の増加は認められなか

った。

発死魚比穂裂及び防総基部より出血し、皮膚粘膜の脱離が認められた．叉旧円、鼻孔からも

出血してし、る個体もあった．

(2）寿酒造廃液は濃持品色て糖蜜臭がある．水温13.0～1 8.0 °cではlO0帰溶液中

守 でも 48時間以内では魚体の外見よの変化は認められなかった．

(3）淀川製鋼徴黄色を呈し特異臭はない。稀釈して放置すれば酸化鉄の枕瀕を生ず．

致死経過は第之～2表に示すとおりで姥死の認められた漫度ではいずれも運動力が除々に

弱まり仮死状態に入った後発死する。発死魚の鰭部は極めてちぎれ易くなっている．

第2-2表淀川I~銅廃液による郵E経過

40 

エ

50 

分nu
・
ハ
υ

o

c

 

b
T

・

肱

仲

．
4

8

 

つ向

4
－
備考｜水温 1兄～ユ 8°C 

件）大阪ガス 徴黒色を呈しクレオソート臭があり、表層にうすく泊が浮びコークスの小塊が

混入する。

初 E経過は第記－3到こ示すとおりで、 10 ・i以との漫度では20分で全個体が狂奔しこ

の後時間の経過にともない順次仮死状腺こ入った後発死するが5需では 9尾（ 9 0 J）、 10

需ではお尾（20持）、日 0'1,では1尾（10持）が完 4～48時間で仮死状愈より快復し

ているが体色は黒くなっている．

第2-3表大阪ガス廃液による致死経過

工0 工5 20 25 l 30 I 35 40 

司圃，恒

間『~

時30分 マ 8 

ユ.00 マ 8 

2 4. 0 0 3 9 I 1 o 

48.00 6 8 9 10 

備考水温 ・l0～15。C

(5）別府製紙黒灰色無臭である．水温5～lO 0cでは48時間でlO0需溶液中でも呉状は
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認められなかった。

(6）三協製紙 白濁色で特異臭はない。致死経過は第2-4表に示すとおりであるが魚体は運

動力が除々に弱まり体を横臥して器商こ沈み発死する。発死魚に異常は認められなかった。

第2-4表三協製紙廃液による致死経過

I--. 泊度，l35 I 40 I 45 I 50 I 55 

24時00分

48.00 2 8 I 1 o 

2 

4 

5 マ 10 

備考
、．

水温 8～10 °c 

（マ）紀州バノレプ 徴白色無臭である．水温4～マccでは48時間以内では魚体に異状は認めら

れなかった。

但）福山パルプ 徴白色無臭である。致死街品は第2-5表iこ示したとおりである。発死魚に

異常は認められなかった．

第2-5表 福山バJレプ廃液による致死錨晶

24時00分

4 8.。。

5 o I 6 o Iマ0 80 

2 

2 8 I lo 

8 I 1 o 5 

5 

備考 水温 8～1 0 ac 
． 、. (9）松下電器部工場 洗溶器塗装工場廃液では透明でシンナ一臭がある．酸、アルカリ渋滞廃

液では白色半透明で、かすかなシンナ一知：ある。し、ずれも水温5～1O "Cでは48時間内

に魚体の異常は認められなし、．
本字＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊キキ＊＊＊本

ま考 察 t
＊＊本宰＊＊本本＊＊＊＊＊＊＊＊＊本

以上の 9事業場廃液によるフナ稚魚の初E経過より F1n neyの図解法により平均致死浪度

及び回帰係数を求めて毒性の比較を試みた．毒性の比較に際してはすべての突験条件特に水温

が等しいことがのぞましいが、この場合水温は工 O。C前後と云う条件の下での比較としたい．

第3表毒性の比較

問

工場てIL D 5 0 

住友化学 2.9ワ努

寿酒造

淀川製鋼 l73.マ9

大阪ガス I1s・54

』－d
24 時間 48  時間

b j LD  50 j b 

s.ママ31 0 持 l 0 

;~ :~: t ~~： ~~ I 1:・. ：~~ 
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24 時間 48 時間

LD  50 b LD  501 b 司、．・

三協 0 45-29 1マ.244 会o.93 8.564 

紀州バルプ

福山内プ I52. 97 t 52. 94 マ.94 

松下電器

藤谷正司王｝2），こよれば回帰係樹bP,コ時間的変化について

モ (A) bが小となる場合は急性毒であるが、一旦その期をすぎると魚は毒物に対する抵抗性が大

司法

となり（環境条件に駒ぷ）毒物の影響が時間とともに減少寸る．

(B) bが大となる場合は毒物グ体内に蓄積して抵捌生が弱くなりその影響が時間とともに大と

なる。

(C) bが変らない場合は毒物こ対する抵抗性に時品物変化はなく、反応の起る濃度までは影響

めないもの。

の三つの場合をあげているカミこれにより検討すれば

（工） 住友仕浮 Aに相当する。 4時間30分以陶工発死率は増加せぬこと、低濃度のものは、仮

死状態から回復してくること及び廃液の性質が48時間以内に変化してくること、特に怒臭が

消失することより抵抗性の増大と同時に廃液の毒性が消失することが考えられる。

4時間30分後の各濃度における酸素含有量と姥死率との関係を見ると、 3声以上では無酸素－

状態となっているのと同時に姥死が認められていることより酸素不足も姥死原因のーっとなっ

（勾
ていると考えられる． 叉隠忍Eえ対鎗基部からの出血はR.PLogan｝こよれば強酸叉は強塩基

によって生ずる岳款であると報告しているがこの場合はS03 イオ γが非常に多い点より考え

て強酸性であると推定できる。

(2）寿酒造今回の実験では水温の低いせいか,mは勿論何の異常も認められなかったが、廃液

は相当量の有機物を含有していると観察されたので高水温の場合には有機物の腐敗にともなう

酸素不足により鼻上げ症伏を塁し、後g若死する個体がでることが予想される。

(3）紗閣鋼 Bに相当する．や込強酸性であるのて鰭条はもろくなりピγセットで触れると折

れ易比

例大阪ガス G に相当する0~死tこいたる途中で体色が黒くなってくることが認められTこがこ

れは毒物中における魚体の一樹句症状であると考える。

(5) Jjl府製紙 lO 0匹翻夜中でも実験水温では具状ば認められなかった．

-5-
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{6）三協製紙 Aに相当する。

（ワ）紀州パノレプ 異常個体は認められなかった．

(8) 福山パノレプ Gに相当する。

(9）松下電器副工場異常個体は認められなかった．

参 考文献

{l）藤谷、千日 産業魔水による魚類の死因判定に関する研究（第1報）

5 7.内水研報 NJ lO 

(2）藤 谷 農業用殺虫剤の水産物に及ぼす影響（第3報）

5マ．内水研報 N:> 10 

{3) Rober七 P.Logan Ocid u.nd Explosives Wa 色 er~

5 3 , 工adu s七芝、 1al wa s七es , t he 1 r 11 s po s al and 

七re a七men七．
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．大阪湾北部における浮活字生物

水質沖濁調査のーっとして従前行った大阪湾北部におけるプランクトンについては、調査範囲

がせまく充分でなかった．水質汚濁水減と汚濁されていない水成においては、プラソクト γ組成

及びプラ γクトソ量が相当異なっているのではないかと思われるので、本年度はこれら水成につ

いて周年生物学的見地から調査を突施し、汚濁範囲と生物相との関係を見い出さんとした．なお

本文は現在まで6ヶ月間の調査結果をとりまとめたものである．
＊事＊＊＊＊方＊＊＊＊＊＊＊キ＊本

3調査要領3
本字本事＊ホ＊＊本＊＊＊本事事体牢

（工）期間

昭和31年ワ月～昭和31年12月

(2）場所

大阪市内河川の中、木津川河口2地点、中央港工、正選持川河口工、神附II河口よりの延長

5地点、及び水試地先より沖え3地点を選んだ（採集地点参照）司

-7ー
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採集地点略図
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守－ - - - - - : - : ＇？云干税二、ぎ｝1＇.南京宇.：~？ .~~場調掴圃圃醐弘主
・吹 ）1. ・: .. :: ~. ：そ号i令官、．‘：こtて；~ .~\~ .＿：~·~r}T~繋！明開煎~；） ~ 

花月’ ・ ＼ ． J ’ ・ヘ・ー ・． 、・・.・ ；：・一一一・.・・.官－.・::r-::, ：－；汚好
. －.－.『f担

：・－；.・一：！－：.

(3）調査方法 ・ : ．；イ）ケ人、 • • • ,・ • • •• ・品
プラ γクト γ採集については、北原式垂直曳ネットを用いて海底より表面まで曳き、それ . -:! 

を突験室へ持ち帰り、稀釈したのち検鏡し組成需を計算した．沈澱釦こついてt丸 24時間 ’＼？ 
－斗草2

M ・ 後の沈澱量を測定したプランクトン採集と同附こ塩化物量及び水温について表層水のみ測 ， ミ
定を仔った．－ － ＼ ． － 九

·~~ 
．品

:'¥i 3調査結果j 字下＇.：：.－ . $寧本＊＊＊＊事＊＊＊＊＊＊＊事事＊

牢＊本事＊＊＊ネ寧＊本キ￥＊本＊＊＊ ・ ． 
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第工表 月別各地点プラ

出＝現ミ種ごi一一～一一~査月; マ
1 2 3 4. 5 (3 7 8 9 10 ll 12 

Oh, subsecundus p.5 
，， deb111.s 
，， aff 1n1s じL.2 6.2 14,.5 5.2 P.o b.9 且.o工.o
，， d an! cus 1.6 0.8 p.4. 民.50.3 0.4. 
，， lac1n1osus 
，， didymus 29 5.6 日.7k).4 a.. 4. 
，， dec1p1ens 1.2 12.3 ~.2 0.3 且.8t). 5 完.8IO.o 
，， 。omprossus 仏5
，， E1ben11 0.5 1.工
，， brevis 1.9 4,. 2 o.7 
，， cons七ric七US'

~; soc1al1s 
，， Sp 4..1 0.4. 1.3 6.4 1.1 0.2 0.6 D.8 1.5 

phY七o ”F 

’F 

P, AS, J'e.ponioa. 
Th, fruuenfeld11 
，， n1七Vヨchioides 3.3 
Rh, s 6七1.g0ra 0.1 0.1 0.1 
,, ala.ta 
SK, cost a七um 1α）C BlW 9U4. 9Q4. マ238お 79.6 i.伊1 

87.8 Boo 956 
n！も， ser1a七a 0.2 1.3 0.7 IO. !5 o. 4. 
Eu c, z o od 1 a CじS
Diも， brig hもwe1111 
cos, Sp, 1.: 
Land borealis 
Bid, s1nens1s 
Le p七， adria七1cus 
Ba c七， var 1 ans l.~ l.] O.J o. 7 

l Hem1, s1nens1s O.:i 

/ Condo, sp 
perid, sp 0 . .1. o.工

I .Noc七， scinelle..ns 
Cer, fusua 0.2 1.7 間.50.5 1.3 0.9 2.1 0.2 

; Z O 0 ’F furue a. 1.1 0.1 
，， 七ripas

p ’F 
me.crooaros 0.5 

0.31 0・4
0.2 0.2 

，， 七richooeros

’F 
bueue 1.1 0.1 0.1 

par ac, paruus 0.6 0.4. 0. 4 3.乙 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 

Cope, na.uplus 
0.41 

" Sp, O.E 3.2 0.2 0.2, O.o 

par af, sp, O.J O.J o.工
T1n七1, s p' 
Die七yooh.,ap,
poly, larvu. Q.( 

01もhona, sp, O.E 0.4 o.正 0.-1 0.1 
Cala, f1nmarch1cus 
Evaden Sp, l.J 0.1 
Egg 

·~ 

－・、
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..... -・ 

ングトン組成

エ 2 3 4. 

18.2 

34..5 

80.0 

必 .5 lB.2 

31.8 36 . .:l. oZ.8 

3.仏

9.0 

'1..5 l 
10.0 

3.4 

il. 5 

10.0 

4.. 5 20.0 9.l. 3.4 

3.4. 
3.4 

8 

5 6 7 

l工.9
0.4. 1. 3 

6.5 
6.0 4.0 

1.1 

4..8 1.3 

11.9 

90.0 23.8 42.l 
2.d. 1,3 

1.2 1,3 

9 .. 5 
3.0 

3.6 1.3 

工3.1 り.3
1.3 

工．日

6.0 

4.0 

1.2 2.6 

10.0 1.2 1.3 

1.2 

-l'工ー

8 9 10 11 )2 

0.8 6.b 3.5 

1.γ 6.3 3.0 2.1 5.3 

2.4 5.0 8.3 15.8 

11.8 
4..0 

6.3 7.0 8.3 12.3 

2.0 

7.1 2.5 9.4. 7.0 

10.0 2γ.6 20.6 21・9 19.δ 

.1.γ Z.4 1.5 1.0 5.3 

0.8 2.4. 1.5 

62.8 6.3 工γ.7 25.0 

2.9 7.5 

え.1 3.1 3.5 4.2 

2.5 5.5 4.0 1.0 1.8 

o.,.1. , 12.3 

0.4 0.8 

~.」－．” 工.6 4..・0 6. 3 

3.0 

Q.5 

0.4. 4.8 1.5 -~- 2 3.5 

0.8 1.6 1. 0 

0.4. え.,J. 工.5 3.2 

0..8 1.0 2.1 工.8

1.7 2.4. 1.0 

0..1. 2.4. 0.5 1.0 

0,8 工.8

0.8 0.5 1.0 



「ー－

；言語ミ匙］－ 9 

切立辺1エ 2 3 .d. 5 6 7 8 9 

Oh, sub a eound us 0,4. ，， debilia 
，， affinis 5,8 
ノア dan1。U.!3 1,6 3,3 2,4 1,6 汁4.,~ 0,1 
，， lao1n1osus 
.,~ dcdymus 
，， dec1p1ens 194 36). 19.4 1お 40,0 8,5 窃δ119 300 
，， corn.pressus 

’r E1ben11 
，， brevis 

’F aon s七ru色u3 
，， soc1a.11.s 5,6 24.5 1ユ9 抱 21,6 
，， Sp, 8,1 7，工 4,2 9,8 3,1 3,0 4, ~ 2,9 

phy七0

AS, Japonlca 
p・ Th, frauenfeld11 JZ9 6,6 z，司四回 4.,1 ， 

”F n 1 t ys chi o 1 de .s ユ.945,8 2(Jf ~ 0,3 
Rh, s eもigera 9,1 2,0 5,8 10.0 9,7 8,5 4,~ 2,0 ，， al a七a
SK, 。os七a色um お7?Ap Up  伺9 3窃 9,5 1~4 7, 6 19.E 69 ,~ 
Niも， ser1 a七a ｜却 5,1日5。，64.,2 1]β 4,5 o, t 8, ( 
Euc, zoodiaous 

4.,214,8 Di七， brighもu1011113,2 13,l 3,8 101 5,5 1,5 2,C o.,s; 
0 OS I Sp ~2 1.,0 1,9 5,6 5,4. 5,5 γ，δ 2,8 0,3 I Lau b 山

0,9 
Bia., sinensis 
Le p七， adra七icus 6,(3 
Bae七， var a.ns 3,2 5,1 1,4. 6,2 2,0 0,7 
Henu, S1nens1s 

s p, 
per 1 d, Sp, I o,9 エ，5
Noc七， scine l lans 2,4. 0,9 1,C 
01s, 主USUB 3,1 2,8 1,5 2,C 

Z O 0 ，， furuca 4.,8 8，足 5,8 3,3 12.5 9,8 1,0 ゐ83,0 2, C 7,C ，， 七r1pfl.S 1,8 
P, ’F maosoo1roft 1,9 ユ，Z0,8 4,6 t3,0 1,C 

’F 七r1oho car os 1,4 3,7 
"I' bQlwe 

parac,parwus 2,8 可．
Oope, naupe us 2,0 1, 4. Z，マ 3,0 、
”f Sp, 3,2 2ち8 4,2 2,4 1,6 1,8 3，α 1,0 

paraf, Sp, 
Tin七1, Sp, 
Die七， Sp, 
pa lg, lar ua 
01七hona., sp, 1，δ 9,1 3,3 ?,,8 1,0 
Oala, f 1nmaroh1ous 9,1 1,4. 1,2 
Ev ad en Sp, 1,4 
Egg 
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、

1 

5,3 

18, ,j. 

2' (3 

2,6 
5,2 
5,2 

2, 6 

2 

12, 5 

50,0 

25,0 

l.2, 5 

3 4 5 

5，δ 11. 8 

l l.' l 

1 '4. 

2,8 
64,8 50,0 76,5 

12,7 13,9 5, 9 

8,3 

2,8 
2,8 5,o 

2,8 

l J 4. ?., '8 

工，4 5,9 

l '4. 

lO ユ1

6 ？？ 8 g 10 1l 12 

0,7 
欠

2,5 1 , 4. 

測
14, 7 5,7 

2,5 3 J 4. B，γ 

ユ， 3 2,9 3, 4. 4.' 3 

4., 7 14.，γ 
83,8 96,5 79, O 50,0 58,o 71,4 4.3,4. 

7, 5 5, 8 10, 3 l 7, 1 17, 4. 

工， O 3' 4. 
1,3 

l ' 4. え＇ 0 
1, 3 4., 3 

1,0 11,8 

0,7 1, 0 10,3 

0,7 1,0 2,9 
1,0 21, 7 
1, 0 

一工3ー



ユ2

エ £ 3 4 5 6 マ 1819 ＼~
Oh, subse七undus
，， deb111S 
，， affinis 

lo.41 13.51 ｜欠｜ I I 0.5 Io. (5 
I/ da.micus 0.3 3.3 3.5 ll.8 

’F 
lac1n1osu.s 

，， didymus 

”f dec1p1en.s ｜工.5I I 0.1 I I 1. o I 1. 3 Io. 7 
/I Oompressus 
,,,, E1ben11 11.3 I ， 

II brev1s ‘司‘．，

，， oonst工、utus,, soo1al1S 15.2 ,2.1 123.6 
，， Sp, 4.. 4. 3.5 2.8 0.1 2.3 

Phy七司

AS, Japon1oa l測
P' I ，， frauenfeld11 

’F ni七ysoh1o1dei 0.4. 
Rh, s 6七igera 0.1 15.2 4.8 I o. 31 o.5 ! i.s 

I/ ala七a
Sk, co s七a七um 95.5 17.4. 14.1 ｜兜ヤβ同・8
Mi七， soria七a 0.9 11.6 51.2 0.3 0.6 1. 0 

Di 色， brigh色 u1ell1~ ! 
Oos, sp, 4..4 1.5 4.8 1 0.5 
Land, borea工1S l ! 

I 0.1 
Le p七， adrla七1cus
Baot, Varia.ns 7.3 
Hem1, s1nens1s ! I 2」

i 2.8 

Oond, Sp, 
per id, Sp, 
Nocも， scinellans 0.1 0.5 
Cer, fusus 8.7 1ム01 0.1 0.3 
，， furuea 0.5 

Z 00 ’F 七r1pas 
，， macroiers I 0.1 

P' I 
，， 七工、ichoceros

’F bereve 
plrac, paruus 0.5 2.4 

a ‘・vCopo,naupeus 0.1 4..3 o.5 
J ‘ー，， s p, 4.3 0.2 0.3 

Pa.raf, Sp, 
Tin七1, Sp, 1i 1.0 
Dl 0七， Sp' 0.1 13. 0.5 2.4 
Po lg, la.rua 
01もhono.,sp, 2.5 0.3 
Cal a, f innurchicus 0.5 
Eva:den, sp 
Egg 

一工会一



第 Z表 月別各地点プランクトン沈澱量及び排水量

代よiマ I 8 I 9 I lO I ll I l2 l 
l地吋沈吋吋澱中昨時吋坤除4岬休中澱時水量 i

ユ 0.75 I o.お

記

3 

6 

0.211 1.091 1.521 0.001 2.1711.411 1.s91 a.SJ.I 測 I,/ I 2.171 o.93 

4 13.4.91 4.γ511.9511.52! 2.411 1.2111.621 0.27 o.γ21 0.23 

5 17.301 2.651記.1612.161 3.fill 2.171 2.001 O.fJl 

6 I 5.9511.3111.7411.32' 2.~l l..521 2.821 o.8ol I o.431 0.22 

ワ 8.29！工，5212.661 l.cP 3.91 I 1.52 Iエ.84.I0.221 I 2.E民｜工．ω

8 ｜向山！日｜。抑！ .d..34., l.5212.5510.911 I 2.a2I 'o.87 

9 I 10.391 2.031 3.911 2.171 3.4.711.591 2.841 1.50 2.611 0.43 

10 j 19.551 3.681 7.3011.971 3.3211.301 2.001 0.50 記.fill 0.4.3 
司＿.，・v

初nU 
1
4
 

1
－

タ

N

1
－

『

よ

2.181 2.711 0.3剖 2.5510.58 1. 74.I 0.22 

15~78 i 2.3.''¥ 3.131 1.21. 

〔註 単位は夫々。ち＂ 3で表してある〕
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第 3 表 月 Bリ 各 地 点

7 月 8 月 9 月

マ月30日 8月旬日 8月30 9月20日 9月日1日

天候 晴 天候 クモリ 雨 天侯切拘j クモリ

雲量 3 雲量 8 lO 雲量 9 工O

風向風力 s l 風向風力 1 工 風向風力 N2 N2 
・勺r

部恥温樋働 観測
水深 水温 塩化物

日時

m 予を8掲 m oc ち令 温 手／f

1 110.201 7.0 r.fJ.7 6.0 10.4.5 6.0 2.5.0 12.00 

2 lO.切 7.0 29.9 9.4.5 7.0 8.40 9.50 7.0 お5.,1 10.05 

3 11.00 8.0 30.4. 10.白 10.0 ユ7.4010.ZJ 8.0 25.記 12.15 

4 Ill.初 5.0 卸.4. 10.25 l0.0 10.20 10.35 9.0 記5.3 12.00 

5 lll.3.5 4..0 Z9.6 JD. 45 3.0 16.50 JD.55 3.0 2-1.8 9.90 

6 112:00 10.0 3l.3 11.lO 10.0 9.00 ll.15 lO.O 24..7 12.＇.市

マ112.2010.0 30.5 工1.3018.0 12.15 1L4.5 10.0 2.1..6 14..55 

8 112. 4.0 10. 0 30. 8 ユZ.30JB.O 15.tJ.5 12.15 10.G 24..8 15.15 

8序句ヨ 宅序句

9 113.00115.o 130.1 I I 1.a..町 15.0 工7.10 0.10115. O 125.4. 115.00 
マ、

10 113.20 10.0 31.2 14..10 8.0 16.50 10.'S! 15.0 記5.0 15.工5

ユユ 13.45 エo.o 3l. 3 13.47 7.0 17.10 10.50 ユz.o25.3 16.90 

]2 ユZ.2510.0 17.4.0 lLlO 12.0 25.8 15.75 

--16ー



海況及水質

10 月 工工 月 12 月

lO月20日 1工月号O日 12月之1日

天候 ウスグモリ 天候 晴～タモリ 天候 晴

雲量 9 雲量 3～9 雲量 3～6 

『

’ 
風向風力 N3 風向即3 Nl～E工 風向風力 1f 4 

観測
水深！水温 調り観

観測
水深 水温憧イt動

観測
水深 水温i樹じ物

日時 日時 日時

10.20 B 。c勺 1現相 m. oc 写会 12序注目 m 。c rt 
1財 7. 0 22. 5 t:13.98 1~51 o.白川山 1！主P6.0 6.0 7.80 

斗O.:Jl 11.10 6. 0 15. 8 10.05 10.30 7.0 7.3 γ.05 

工.0.55 8.0 0 12.γ8 1ユ．お 8.0 16.9 l.Z.90 工0.45 7.0 7.8 工o.：ね

工工.15 8.0 0 28 ll.50 I a o 15.7 a.55 工1.10 9.0 7.0 8.70 

ll.25 5.0 9 00 12.05 3. 0 16.1 J.Z. 30 

ll.50 政局 J.00 山 115.0011.]5 10.0 5.3 12.15 

J.Z.10 10.0 22.7 1C3.65 ~.4.0 10.0 15.5 15.45 ll.30 10.0 6.3 J.4..10 

J.Z.25 ユ.2.0 22.4. 17.Z& 13.05 10.0 15.8 15.75 ll.4.0 10.0 8.7 ユ6.缶

.. 
... ‘よ淘P 12.50 13.0 お .5 16.79 13.25 15.0 16.3 16.35 11.笥 15.0 9.3 lo.50 

13.20 13.0 忽 .3 16.~込 13.4.0 13.0 1β.o 15.叩 12.10 15.0 9.0 16.50 

J.3.4.5 ll.O ~- 2 
17.窃 14..15 エ3.0 16.0 15.90 12.25 10.0 7.0 J5.00 

14..15 9.0 ~-2 
17.39 J.4.. 4.0 10.0 16.8 15.90 12.45 10.0 8.6 15.15 

ーユマー



＊申＊等＊司区＊＊＊＊＊キキ＊本

．考察 t
滑宇＊＊＊＊＊＊＊＊＊キ＊＊＊

マ月．．．．．．．．．プランクト γ組成は第1表に示した如く、 SK, Co s七a.tum が全調査

地点共に多くの組成再を占している。調査地点ユ、 2、6を除いた地点では動物性プラ γク

トンは比較的多く出現してL、る．特に調節也点5、神崎川河口においては出現した動物性プ

ラYクトン組成声が多い。

沈澱廷は第Z表に示したように調査地点工が最も少いが、沖合調査地点、マ、 8、 9、 10 

は治岸近くに比して沈澱量が多かった。

神崎川河口の調査地点4、5についても沈澱設は多いが、この原因として新淀川！の影締こ

よるものと考えられる。

8月．．．．．．．．．調査地点工、 2、3、4、5の治岸水政では組成第の多くを占めているの

は、 SK、 008七a七um であるが、調査地点6以降沖合では、 Tヘn1七zscheod1s, 

とSK , Co s七a七um のZ種類が組成売の大部分であった。特に調査地点9においては、

s K , o o stat um の組成が顎査地点の中て最も少なく、第工表に示した如くであった。

沈澱盈については第2表に示した如く治岸近くの；調査地点ユ、之、 3、4、6が少なし調査

地点ワ以降の沖合では多量になっている。 fこX調査地点5においては先月と同様に治i持丘く

の中でも最も多量であった。

オ伎においては第3表に示したように塩化物は調査地点記、 6は低く、沈澱強工調査地点

Z、6についても少量であったことなどから考えてプランクトンと塩素盆に何か関係がある

ように尉つれる。

9月・・・・・・・・・調査地点1、之、 3、4 の治ii水域では、 a h、d1op1ensとSK,Oo sも－

a七um で組成%の大部分を占めているが、調査地点6、7.,.~ 9.、10、11、12 では、

Oh,du1p1。na、 Oh,soc1al1s、 Th,n1tzseh1o1dea等が組成需の大部分

d
－

k

．
 

を占めている。出現傾向についてほ第1表に示したように 8月と同織であっT九

沈澱量については調査地点λ2、ミ 4の治勲k峨は調査地点マ以降の沖合に比して少量で

あるが、調査地点完については特に少量である。 了

水質については調動主点λ2、5は塩化物量が低く、調査地点ユ 1は最も高く第3表に示

した如くである。沈澱量と塩化物量については調査地点2... 6では塩化物量も低く沈澱量も

少量であるのは先月の結果と同僚であった。

工O月・・・・・・・マ月より全調凱主点で組成需の大部分を占めていたところの SK, Co凶 a-rum

が殆んど出現せずNl七， ser1ataが最も多くの組成揮を占め第工表に示した如くである

-18-



叉Cos,sp，が全調査地点に出現している．今月は治岸水域と沖合では、それ程出現傾向

の差が現われなかった。沈澱震については調査地点工、 2は最も多く調査地点3、4の治岸

水成では少なかったが、その他の地点では大差が認められなかった。

沼津水域の塩化物量については、 lO月まで行った結果の中最も高く、プラγクト γと同

様に沖合に比較して差がなかった。

l2月．．．．．．．工 O月に比して出現種類が増え、調査地点、1、6については、 SK , 

Co s七a七um が組成売の大部分を占めているが、調査地点之、 ：＼ 4では Euc’zood1a.cus 

..;._ Rh, so七1gera であった。調査地点ええ工O等の沖合水成ではOh , .9 0 C 1 a. l U S  , 

"' ，担．，

Eu c, Zood1acdsと出現傾向が異なり第工表に示した如くであった．

沈澱主計亡ついては調査地点3主汐トを除いた沿常では少なく沖合に向うにつれて沈澱量も多

くなっている結果を得た。

極化物設にっし、ては第3表に示したように誤到包点3以外の治岸水域では低く、沖合では

塩化物量は多くなっている。なお調査地点3が塩化物量も高く、プランクト γ沈澱丑も多い

がこ今原因についてはあきらかでなし、．
ネネ＊本＊平＊事＊＊＊＊＊＊＊＊＊

3摘要i
事＊￥＊￥〉柄本軍事京本＊本ネキネ＊

(1）大阪港附近とその沖合のプランクト γi’こついて調査を行ったがー鶴子Jには大阪港に近接

する海域は沖合に比較し出現街頭と量は少ない。 l'UJちJt1li( 0 l量むと大体比例している。

(2) プラ γクト γの種類としては月別の変化はあるが植物性のものがその大部分で SK , 

Costa七um 次いで Niも， ser 1a七a であり、沈澱：Etも月によって増減している．こ

れらの消長は総統中の調査をまって検討したい．

(3）プラン．クト γの是と種類等からみたオゼ質汚濁範囲l’こついてはこの調宜ではまだ判然とし

た傾向がらかがわれない．

（担当 佐関東和夫）

大阪港附近に於ける桝網の漁獲量調査

大阪港附近の水質については、さきに調査を実施したのであるが漁業との関係については

未だ充分な調査はされていなし、殊に汚濁水の漁獲量に及ぼす関係等については未調査の状

態である。本調査は汚濁水の影勧k域と考えられる処に設置されている抄開をとりあげて漁

獲の突績を把握するとともに、水質、浮説生物等の調査も併せておこない水質汚濁問題のう

-l与一



ち魚族に対する影響についての今後の調査のー資材にせんとするものである。
i特別抑制榊＊＊＊幹事

事現在迄の抄網の状況3
＊＊本＊ネ＊＊＊本＊＊事＊本＊＊＊＊卒事本

大阪の捗開業者は大正マ年頃小型定置の免討を受けて始めたのが最初で、昭和8～9年は

グチ、エソ、アコ、ウポゼ、アプラメ、チメ、ハマチ、カマス、アイゴ、メバル等が非常に

よく入り、収入もよかった。其の後戦争初めから終戦後にかけて次第に漁獲が減少したと称

している。

現在大阪市漁協出崎支部の組合員、 44名中 16名カ帯欄集者として自活しており工名で

2～3統叫舛網を経営しておる。他の支部では殆んどやっていなし二

桝網ほ周年設置されており大体毎日午前記時～4時の間に支部船溜りを出て魚をとりあげ

支部魚類販売所Eこ運搬しせり市で仲買人に売られる。魚獲量の非常に多い場合は中央市場へ

直接出荷することもある。
＊＊＊ネ＊＊キネ本ホ＊＊＊＊埼＂主キ

1調査要領3
料材料材料不＊＊＊帯林

大阪湖付近に設置されている酬のうち、地払環境等を考慮してワ筒所の網を選定調査

対象網とした。漁獲量は組合事務員をして調査器’こ記入送付してもらうこととした。 （但し

内ー紛ま絹主病気のため操業回数少なく試料から除外した。）

叉毎月一回本場調査船「あさぎりJをもって詞献す象網附近の気象、海況内水質、浮務生

物の罫j究を突施し、翌日早朝魚販現場で前日調査対象網でとれた漁獲紡の魚話、魚獲量との

関連性について調査した．

-20ー
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調査期間 昭和31年6月～昭和31年11月
平事事平：和平事牟事事＊＊￥＊＊＊＊牢＊

i調査結果及び考察i
＊＊＊＊本＊＊本事＊＊＊本＊＊単調ド＊＊

(l) 出現した魚・極
。

コショウダイ×スズキ

。
マナガツオX セイゴ

；カタクチイワシ ユコノシロ

。カレイ サツバ

ヒラメ アフラメ

ムイカ類 オコゼ類

ムブグ類 コ チ 類

ムカニ類 ハゼ類

ムエピ狽 シマイザギ

ムウナギ トビウオ

ヒイラギ メダイ

テンヂクタ．イ ホシザメ

タチウオ カハハギ

タコ類 ムカマス

ウミタナゴ ムサワラ

ラ

ハ
ポ

サ
o
x
O
 O アジ

チヌ

エイ
司L’

ハモ

キス

タ．ツ

乙L エソ

‘ン’＼タコ

サヨリ

アイゴ

ハマチ

メノミノレ

（註） 順序不同

0 設の多い魚

ムよくとれる魚

× 6ヶ月を通じてとれる魚

(2）漁獲量の変化

今5つの調査対称網について 6ヶ月の漁獲高を表示すれば第1表の如くなる。

〈単位章。

】『い

第工表 月別ぬ獲高

6 f1Tヮ 月

工79.8 
休：

木 下 よ uo・0 20ワ.9 
ユ日 （無休）

llE 国
工23-0 198-4 
/' l.円併ミ〕 (1日休〉

一見記ー

9 月 ユ0月 11月

95 .1 I工31.2

L旦宝生｝－
63.工
低公立

’76.6 I 48.ワ
エ日休） I (6日付守



-~ 

協同型、 6 月 マ 月 8 月 9 月 10月 ユ1月

星 尾
219. 0 304.会 183.4 160.4 工50.8 工59.2 

（無休） (3目的 (3日休） (6日休） （無休） (1日休）

JI I 口
工35.4 ~09. 4 10マ.6 工07.7 90.9 マ5.ユ
(3目的 (1日休） (3日休） (5日休） (1日休〉 (1日休）

計 マ3マ.8 112 9. 9 ワ63.0 485.9 490. 6 477. 3 

即ち最も漁獲量の多い月はワ月で、 6月と8月はγ月の3暫民主度少し 9月、 10月、 11

月は更にその3割少い。

これを魚種別に考察すればi最も漁獲の多いのは「カタクチイワジj 「コノシロJ「アジj

「セイゴJの会種で、このうち「カタクチイワシjは6月は少ないが、マ月から次餅こ，獲れ始

め10月はー網月平均漁獲が約40〆に達した． 「コノシロjは6月、マ月と「アジjはワ月8

月によく鰍もて 9月以降少くなっている．叉「セイゴjは6ヶ月とも大体平均して獲れている

が、 8月はその中で最も多い。他の魚のうち「ポラjは各月とも平均して撫獲される。この外

「カレイj 「サバJ 「イカj等は夏期tこは多かったが、秋口には少くなり工 O月、 11月は獲

れない。これらにかわって「サゴシj 「アイゴj fカマスJ「ツパスj等が獲れ始めた。

相当な降雨があって河川水が増設した場合に淀）｜｜河口附近で「ウナギJが多く溜Lたれ叉

「ツパスjがー綿三 60本も入ったといった特異例もあるが、他の魚艇も大体季節の推移：こよ

り変化するようである．

F1g ユ 主な魚の月別一網卒均漁獲量

イ ワ 手ノ コノシロ

-bO +- I> 

30↓ 〆 、 30i-

20+ ／ ＼／  20+ 

10+ ユ0十

一斗一一－＋－－－i一一
6月マ月 8月 9月 10月11月 6月ワ月 8月 9月工O月 ll月
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可争

(3）水波別にみた漁獲状況

イワシを除いた魚訟でみると一般に河口

附近の漁獲量が多くなっている。主な魚の

水総別漁獲状況は次のとうりである。

「セイゴJlt総漁獲の多い網には総体によ



0

0

0

0

 

4
－

q

u

o

h

1

－
 

ェピ

／＼γ ／、

6月マ月 8月 9月工O月 ll月

く入っており、大体河口附近に多い。 「カ

タクチイワシjは南港の防波堤附近に設置

している星尾氏の締こ最も多く入って各月

とも他のガ峨の網のお～3倍の量で、星島

氏の漁獲量の大半を占めた月もあった。叉

木津川河口のJII口氏の絹も星尾氏の網につ

いで量が多L、． 「コノシロjは特に水滅的

な特徴はなく、各網ともよく入っている＠

強いていえば大阪港の入口灯台附近はやL漁獲が少なくなっている。 「アジjは「カタクチイワ

チイワシjの漁獲分布とよく似て足尾氏の網に最もよく入っている．他の網は大体卒均し

て入っているが、木下氏の網は星尾氏の絹についで立が多い。 「ポラJは他の魚極と異り

6ヶ月とも木下氏の網が一番漁獲量が多川

(4）水質と漁獲量の関係

毎月実施した対象f部付近の気象、海況、水質と翌日早朝の各絢の漁獲邸司査結果につい

ては末尾に添付した七ablc1工～5である。 JWち水質については夏期の高水温の時却に於

いて各水成とも水質は相当惑し、状態になっている。殊iこ底応部の溶存殻ヲ誌の政V'1)~孝子しく

これを10月、ユユ月の結果と比較Fると相当漁獲王宮こも影響があるのではないかと考えられ

られる。
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lO T r下 1：↓ぶν
' ~ ロ 10月 ll月 c〆訓 月 nA  10月 1ユ月8月 ；；；；n ’Z 7月 8 ;;;;n 

｜肥田｜ ！川口｜

＼＼  ・ .0 表部溶存画室素lOi 、夫；
0 ・－－．・＠・’・・

。

いま 7月の水質結果と翌日の各病の糠獲量との関係につし、て考察すれば、マつの指定調のう

ちマ月定 O日 の 漁 蜘 ね りたはとれたのは記統で、 D0＼ま他。伽殆んど 1～ 2巧 の 溶

存立であるが、この2つの籾は3（｛？以上あるといった酬こなっている。然し刊につバ

は二続湯絹しなかったので検討できないし又唯一回の漁磁設だけであるので、 D0 frの増減と

撫獲量との関係は結論づけられなかっt.；.全般的な傾向として、 7k’；まの怒くなる夏期に於いて

総漁度量が多いこと。秋口に水温の低下に伴って水質は回復するが総漁獲量は少いという結果

から、抄開設置場所附近の水質は夏期に於いては一時的I＇こ相当汚染されることもあるが、海況

は常に変動し、更に各磁の魚類が寸夜治岸に近按する事と相まって水質のilll変にもかかわらず

締こ入るものと思われる。然し「カタクチイワシj 「スズキJ等が飼に長時間入っている場合

死滅していた事例も確認しているので3この水域が生物に全く影響を与へないとは言いきれな

L、。

(5）浮遊生物と漁獲量の関係

第2、第3表の結果からマ、＆ 9月までの組成の大部分は一部調査地点を除いては、 SK 

cos七a七um-である。その他の出現種類も多いが、組成第は少ない。 lO月になると、 SK 

cos七a七umは殆んど出現せず、 Niも， ser 1 a.七aが組成の大部分を占めた．
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水域別に考察すれば、石原氏、 J! I口氏の締付近は5月を通じて出現種類は少ないが沈澱

量は他の水域に比較して多かった。

--,- z I 01'司，，

＼紹＼別＼＼＼月＼別、 マ月 8月 9 月 lO月

石 原 一 35.4 5. 7 5 .ワ

一
木 下 一 工9.l 3.4 4.7 

目E 国 6. 2 工4.2 3 .ワ 3 .ワ

松 原 工3 • 5 ユ6.4 5.0 3.5 

星 尾 9 .ワ l. 4 . 6 3.4 3.5 

JI! ロ 8 . 9 3ワ.8 6 .ワ 6.0 
』

これらの各紛の沈澱査と調査翌日の漁獲量との関係は Fig 3に示すとうりである．
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Fig 3 

19 38 

月別漁獲量と沈澱量との関係
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rr::. :. こ犠によれば大阪港の北側の三統は沈間と比例して漁獲量が多いが酬の三伽逆に ・1
（長・. なっている。調琵切問地点、回数が少ない点、魚食性、魚族性と Plankton :Feeder 
, ... )_ ＇.・・・、

との検討ができてない点から、漁獲量との闘係を見いだすことはできなかった。但し浮遊生

物の出現傾向は昭和30年に実施した大阪糊七部の水質汚濁調査時の出現傾向と大体同じで
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第 3 表 月別浮遊生物

~:~.: ---_~ -- －；－－；：~－；「一ー一 一十一一ワ月 8 月

出現種類 場所川r:1u肥匠耐木下石店川仁瞳尾肥a:t松原木下｜石聞

-－－”ー
Ch, sub o econd ur 1.7 0.5 0.5 0.2 

’F 
dan1cuB 0.1 0.9 1.0 2.8 1.3 

,,,, a.ff1n1B 欠 欠 欠 l. 4. 2.工 0.8 
，， d1d1ymus 1.工 1.6 o.γ 
，， dec1p1ens 0.3 0.1 1.8 0.3 3.3 1.4. O.b 0.1 <1..6 
，， compressus 0.3 0.2 0.5 [1.0 
，， Sp 0.6 0.1 o.γ 4..5 Z.8 0.7 

AS, j a.po he a 測 測 測
Th, fra uenfe ld 11 0.2 0.1 
Rh, se七iegera 0.1 0.5 0.1 

Sk, cos七a七um 98,2 98,5 93.~ 9印 ~工 7a4, 旬Q318司1任主O
Nit, aeria七a 1.20 5.3 Z.4 2.2 13_8 
Euc, 7,ood1aca 

D1七， brig h七well1 0.1 0.1 0.1 

COS I s・P 0.2 

! Lep七， adr1a七1eus

Bae七， vari ans 

！日emoalue,sinensi/3 0.1 0.1 

i Th, ni七2schiodes 0.3 0. 4. o.9 0.5 

, Per ld inium sp, o.工 o.o 4.2 3.2 
Die tyoch sp, 0.2 

Noot, sc1nellans 0:1 0.ユ o. J. 
Cer, fu SUS 0.1 0.2 0.5 0.1 0.2 0.7 0.1 
，， fur ca 1..5 

’F 
七工、 1po S 

l'I' maoroceros 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.1 

Para.cal parans 0.1 0.1 0.1 
σo p, nauplus 0.1 Q.4. 0.1 1.5 

Sp O.l 0.2 0.7 0.1 

Paraf au1 lla sp, 

Polγcha oもa larva 0.1 0.4. 0.1 1.2 
Tin七1nops1s sp, 0.2 
01七hon a ~p, D.l 0.2 0.1 0.1 3.0 
Pon 111 a Sp, 0.1 

その他 O.l 
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組成 % 

9 月 ユ0 月 11 月

IJ! I口星尾目巴E a ー
t f' i,t:11原,11口瞳尾BE司松原木下百原J 11口直尾肥圧｜松原Yト下戸原

o. 3 12δ 1.7 3.0 4..0 

1.2 ~2 欠
6.9 

0.3 0.1 o.工 9.6 JZ~ 6.9 γ.2 128 5追

0.4 0.1 o.工 14._(5 4..9 5.2 3.0 

測

0.1 0.1 0.2 0.1 3.4 o.5 4..0 

0.1 0.1 0.2 0.9 お.4.0.6 4..8 

~8 910 98f 99.0 9£?3' ~op 166 14:l, 回8

0.1 0.3 白Z 319 5ユ531,5 お0

o.工

0.1 0.1 0.1 0.2 3.2 4.9 lOl, 8.3 5.6 

o.ユ ~：~ 0.1 0.1 2.2 γ.9 ユミ98.9 1：ぁ 1661 5~3 444 5QO 抱650.C 

O.J 16.71 

5.2 Z.4 3.7 

6.8 

0.1 0.1 0.2 o.e 148 J.4._2 

0.1 2.5 0.1 0.3 0.2 

0.8 

4..γ 3.7 

0.1 0.1 

0.1 0.1 0.1 1.7 3.8 

Q.1 0.1 0.9 工.7 0.8 lop γ.4 14.3 
ー量〆

且.o.'l 

0.1 0.1 o.γ 3.2 0.6 100 7 .4. 3.8 

0.1 0.1 0.9 0.6 記.4. 8.3 3.7 工4.3

1.6 3.9 100 工4~ 3.8 16.7 

エ6.~
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；摘 妥事
＊＊ネキ平＊＊本革本＊＊本＊＊字本

（工）’出現した魚種は各月とも多く、 「イワシj「セイゴJ6ヶ月を通じて多い魚種は「スズキj

；£ 、

「コノシロJ等？である。

(2）機数．貨の変化は夏期最も多く、秋は少くない．

(3）水質と潟箆査との閥係については、その影響の程度についてはこの調査だけでは結静勃？

られなかった．

(4）浮遊生物と潟獲量との関係についても問機に凶係を見出せなかった．

「ポラ」

佐回東和夫）兄部次郎（担当

議、
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(tab 1 ?-l) 

ツ月 19日の調査対称網附近の気象海況、水質

天候晴 雲低 2 風向 N 風力工 風浪 0

三沢～～田＼縞所－～有に毛 石原 高田！木下 肥田 松原 星尾 J 11 口

採水月 日 マ月ま9日

採水時間 工126m工ユ .10 工0.50 10.25 10.工O 9.50 9. 35 

透明度 m l. 8 1. 4, 2.0 1. 8 2.0 ユ.8 1.0 

水 深 思 2.8 3.5 7.0 7,8 6.5 マ.5 3.0 

水温
妾面 記6.8 Zワ.4 25.0 24.2 23.8 24.2 25. 8 

底 j長｝ 2マ.2 2工．ワ 21. 3 22.5 20.マ 22.0 記1.6

表面 ワ.6 8.1 8-2 8.2 s.兄 8,2 マ.9 p －日． 
底府 s.ユ 8.1 8.2 s.2 ワ.g 8.1 a.o 

ち
表面 3 .30 G.60 15.9介 ユ5.6つ 14 .. 40 15.30 ユ工.25

民間 ユ6,65 16.80 1ワ.25 l 7.ワO 18 .. 00 ユマ， 55 1ワ.25
KMn04 表面 ← 一 一 4,,4:9 3. 78 

'I!!'j/J?. flt 用 3.ユ5 之.83 2.83 '1 .之5 2.44 3.:n 
.r2 表団 ユ.46 2.γ5 2.5在 3 .09 兄.oo 4: .ユ，：： 2.5マ

一一~/f iま f1 ユ.oo 0,14 0.工。 0.1生 0 .ユ4 0.3ヴ o.工5

D.O 表面 5.66 10.20 6,3S 6. 53 一 γ.16 5 .. 5ワ
ー 一一cc／タ ぽ応j 1. 92 2. -1:2 3,03 壬－ 6ワ ユ．ワ5 3.34 工， 19

NR3-N 表面 00.41 0. 0 80 0.039 0.087 0 .055 0. 082 o. 33ヴ

rrg/P, 底冴 0 .085 0. 056 o.oワO o.o記2 0. 04 9 Q.080 0. 070 
No2 表面 o.o足。 o.o工2 0. 046 0. 020 0 .050 0 .004 0.122 

τ呼／I! 底府 0 .104 0.1ワ£ 0.1ヴ9 0.032 o.oワ6 o. 040 Q.028 
Si2 o5 表面 4.1ワ 記.00 工.40 1.12 1. 92 エ．ユ6 1記~~!llc;J/£ 底思 2. 00 2 .oo 1.12 1-24 i 2.00 ユ.56

7月ZO日早朝対称加でとれた魚種別漁獲高頃・）

ス ズ キ Q.3 工.6 0.5 0.3 

ポ フ 0.2 0.3 

カ レ イ ワ.o 3.0 1.0 工.0 ユ.o
一

セ イ コ． 0.1 0.3 1.0 0.2 0.2 0.5 ユ.5 

•• ’IV コ ノ 1ン ロ 0.5 4,2 5,0 Q.3 0.5 2.0 
ーー

カ ーー 2.0 0.3 3.0 3.0 

イ ナ 0.3 

ニ乙 ピ 0.1 0.3 

メ ，、． Jレ 0.ユ

ア :/ 4.0 4-0 3.0 3.0 

サ ，、． 0.2 
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( Ta bl。2)
8月13日の調査先例t網附近の気象、、海況、水質

天候暗 雲量 0 風向 O 風力 0 風浪 0

す干~週明一石原 高田 i木下 肥田 松原 星尾 JI l口

採水月 日 8月13日
・．

12 hお m採 7］＜ 時間 工2.50 エ3.00 14 .05 ユ4,20 14,30 14, 50 

透明度 m 一 一 一 一 一 一

水 深 2.0 4,8 7,0 8,5 8,0 9.0 4,0 

水温 表面 32.2 !30.0 29,2 30.1 30, 2 31,0 31.5 

。c底周 26,6 26.6 25. 2 記5,5 25，記 記4,8 2ワ.2 

表而i 8,2 8,2 8,2 8,2 8.2 8,2 8,2 
p 日

fit 間 s.2 8.2 8. 2 8,1 8,1 8，工 8.2 

0 l 表面 ll.25 13,95 1,1. 8:3 14.之5114.85 15. 00 11,25 

明治 医師 工5.00 工6,80 工8,15 ユ8,15 ユ8,15 18, ,;5 16,05 

表面 6, 13 6.02 5.59 ιA －・ 7ο円 5 .05 •i. 95 6-88 

.i ;:,m多／p_ 底凶 4,L11 4-,4ユ 4.31 3. 92 3. 98 5,59 ー4コ4こ・、'5タ’コ" 

去 問 2.6ワ 見， 98 3.82 3.ユ5 3，工3 3. 4c 9 ！．ワ3

m'!/ f} 底！日 工.63 2,66 工.91 ユ.54 ! 兄－工9 2,59 3.01 

D,O 表面 工工．マ6 12.33 10. 03 10,8完 12.牛3 1工.53 1 :~;. lユ．
。。乙ιrff 1主l 2. 56 3.96 ι・「，・ ιrちp、（.）可 1. 98 t O. 61 0. '/1 0-48 

NH3ー 京市 0.618 0.09γ lJ. 0 90 0.3工ε 七工、 tr ユ.254 

ロ号／g. 民間 0.,168 0.092 七r 七主・ 0. ・1,30 0.43工 o.う861

No 2 表面 o. 002 0.002 0.001 。 。 。 。
工~p 底伺 0.010 0. 012 0.100 0.132 0.036 o. 058 o.o工4

s.1205 三し車 1，ワO 工.20 0.60 ユ， 50 ユ.10 0. 90 1. 20 

~tJ 底 ＠ 工．マ0 ;2. 00 I 2, 00 2.80 2,60 3.20 2. ~rn 

8月工 4日早朝、対称箭て・とれた魚極別漁獲高（貫）

ス ズ キ 0,6 jo・5 0,5 0,3 
一

ポ． ブ 0.5 揚桝せず 0,4 揚網せず 0,6 0,3 
ー

カ レ イ 0,5 

－ヒ イ コ． 0.3 0.2 0,5 0,5 工.o

コ ノ シ ロ 0,5 2.0 Q.5 
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（七ab1 e 3) 

9月3日の調到す科網附近の気象、海ぬ水質

天候暗 雲量 8 風向 W 風力 Z

治町三石原 i高田木下肥田松原足尾川口

採水月日 9月3日

採水時間 10h50ml2.35 12.20 12.05 ユ1.50 11. 05 1工.20

透明度一一一一

水深 m 2.0 4,5 6.8 8.3 マ， 5 8.8 3.5 

水温裏面記γ.6 兄ワ， 6 28.4 28-2 28.2 28.5 兄8.1

。C 底肘 26.2 26.ゑ 2只.4. ？！）.只 25.4 2 :'i. 5 2ワ.2

p H 表面 7・6 7,6 8.2 8.2 8,2 8.2 マ.s

民間マ.8 8. 0 8.工 8.0 8.0 s.o 8.ユ
C 1 表面 o.9o 5.25 s.85 10.ao 工2. 4 5 l l . 4 0 9 . 90 

7P ほ府 ll.40 14.マ0 16. 80 16. 50 1マ.4,0 工ワ.5 5 14.工O

KMn04 表而 4.50 5.00 s.1ユ 6.ワ8 3.89 5.00 5.56 

I!l<J/j) i底的 3.ε 6 4,.γ8 4.2記 4.記3 3.工ユ ・'.L56 3.6γ 

工2 表而 0.23 0.49 工.oo 1,5＂！工. 01 

n::y P. Di: F1 0. 8 8 0. 0L1 0. 0 ~:J O. 2 6 0. 43 

D_O 宍 fill S.9"/ 3.ワO ブ.20 9.工O ユ0.10
。グJク！宅 ：＞｝ 兄．ツ8 5 . 0 3 2 . 9; 2 . 33 2 . 2 8 

NH:3-H l __ j；良ミ 市J:¥l O . 0 9 0 0 . J 1) 8 0 . 0 7と： 0 . 0 "/ 0 0 . 0 5 6 
コシア 0.148 o.o己6 0.06ニ 0.096 0.064 

l:O 2 三之 frゴ0.03β 

m?<P. ：ξ Jrj O.ユ工6 0.11ユ 0.ユ28 0.034 0.200 

S1205 表面 0.55 2,15 1.55 ユ.30 o.ワO

m~'P ほたj ユ.3 5 1. 0 0 0. 80 0. 7 5 0. 80 

9月4日早朝、対称紛でとれた魚種男i蹄獲高

ス ズ キ 0,5 

イ ワ シ 2.0 揚締せず 揚網せず

ポ フ 0.5 Q,5 

セ イ コ． l. 0 0.5 

コ ノ シF ロ 0.5 0.3 0.2 

フ グ 0.5 

ア ジ 0.5 1.0 0.5 

ツ J、 ス 工.0 工.0 

-35-

γ. 0 0.5 

0.3 

1.0 工.0 

0.5 

8.0 工.0 

l. 0 

0.5 Q.8 



（工able 4) 

-1.♀亙3＿目。週重注窒週堕近の気象、海況、、7J'1t

天候晴 雲量 2 風向 Nw 風力ユ
Fて～＼網所有者・ －－一一一一一一一ー 一一一一一一 一一一一
項目、－－－－－ 石原 高田 木下 肥田 松原 星尾 JI l口～ 、』 ．・
採水月 日 10月3日

一
採水時間 llh55m 工2.15ユ2.25 ユ2.•1:5 15 .oo 13.15 

透明度 E 一 一 一 一 一 －ーー・
水 深 m 4.0 ワ.0 7.5 ワ.0 8.0 4.0 

1表面 兄2.0 24,3 24.2 記4.4 24.6 24-8 
水温。C 底周 24. 8 完4，.ワ 24-8 24-6 24.ワ 24.6 

表団 マ.3 一 7.9 マ．マ '7. 9 8.1 7.9 p H ． 

8.2 正支 間 s.o 8.ユ 8.2 ワ.9 マ.9 
ー一01 表面 。 7. 85 11-55 ユ5,00 工3.20 工5.60

的？ 底思 ユ6.95 一 17.86 ユワ－ 55 工ワ .10 ユe.so 寸－．、ニ）・ 7、t; 

KMn04 表田1 4, 13 一 2. 87 3.9工 4,14 s. 3,3 ・1-. 60 
弔ペ営 底府 6.55 ~ミ. 76 3 .11 3.68 3 .45 4 -48 

I2 表面 ユ.5月 一 0. 83 1.完工 0. 85 1.1マ 1.2ユ
日2づぞ ぽ層 ユ.01 一 1.05 ユ.oo 1.04 0. 94 ;:~~ D,O 表面 5.03 4: .γe ・1=. 2.:1, 4-24 4.マ5
∞／を 忠信 2.82 ーー 3.63 3. 82 3.78 3.54 2.96 

NHS-N 表面 0.022 一 o.oγG 0.06兄 0.116 

o. 工Oso；~主口．．~日：引~引~: 吻そC 底層 0.12ユ 0.045 0.034, 0.034 0.023 0 
N02 表面 o.o兄5 一 o. 068 0. 0 9工0.159 o.ユ22 0 

砂1! 底！百 0.15 9 一 0.115 0 .工06 0.143 0.096 0 
S1205 表面 ワ－ 96 一 3.25 2. 90 2-58 4,5ユ
喝イぞ 底層！ 2,17 0.96 1.24 1.80 1-06 

10 月 4 日早朝、対称t~iでとれた魚館別、撫滋丑〈食〉

イ ワ 、ン 2.0 ユ.o 工.0 3.0 工.o

ポ フ o.3 協｛dせず 0. 協i;Aせず 0.2 

セ イ コ． 1.0 o.s 0.3 

コ ノ シ ロ ユ.o 0.3 0.2 草、
カ ’マ ス 0.3 0.3 0.3 0.3 

ア ジ 0.5 0.5 2.0 0.5 

ウ ナ ギ 0.2 

ザ ゴ ツ
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l Tab le 5) 

ll月ユ日の調査対称約附近の気象、海況水質

天候暗 雲量 2 風向 W 風力 2 風浪工

芳子竺亙き←一一石原 高田 木下 肥田 松原 星尾 J 11 口

採水月 日 ll月工日

一採水時間 12 h白 m 12.30 1兄.20 12.00 工1.45 工4.35

透明度 思 一 一 一 一 一 一 一
水 深 m 4.5 一 ワ.0 ワ.o γ.o ワ.o 3.0 

水温 表面 一 一 工9.5 19.0 19,5 

。C 底層 一 一 一 記o.o ユ9.4 20.0 一
表面 6.8 一 8.2 8.2 ワ.9 ワ.9 マ.9 

p H 
底層 ワ.9 8.2 s.1 7.9 8.2 マ.6一

01 表面 。
一 14:. 2 5 15.00 工3.95 16.05 工1-40 

多／f 底庖 ユ5,15 一 工6.25 1ワ.10 工4,40 ヱマ.25 工3.80 

KM・no4 表団 3.50 一 3.00 2.30 兄.50 記.so 3.10 

raγε 底層 3 ! 90 一 2. 20 3. 20 2.90 4. 30 見.50 

I2 表面 工.10 一 2.05 1. 34 0.99 0.82 1. 03 

'!!l~ε 底信 1.9ワ 一 0.61 ユ．ユ4 工， 23 o. 82 0.82 

n.o 表面 6,21 5.31 5.49 4.ワ4 5.38 4.62 

。γt 底層 4,38 一 3.ワ5 4. 86 5,33 4. 86 3.63 

NH3-N 表面 0.068 一 0, 104, o. 080 0 .064 0.088 0.400 

京γE 底悶 o. 024 Q,048 Q.024 0.380 0.048 0.024 

NO Z 表面 o.o完工 一 0.049 0.100 o.o,a 0.045 0.333 

蕊γ,e 底庖 0.002 一 0.01ワ 0.006 0.068 0.056 o.oマ8
Si 205 表面 ’7. 80 1.00 工.20 l.40 一 2.10 

mcyp 底思 l.20 0,55 0.60 工.30 o.マ0 i.マ0

11月白日早朝、対称網でとれた魚種別、漁獲高（貫）

． ...., 

イ ワ シ 0.5 o. 5 4,0 3,0 

ポ フ 0.2 揚絹せず 0.2 揚網せず 0.2 

セ イ ゴ 1.0 0.5 工.0 0,2 0,5 

コ ノ シ ロ Q.4 0.2 

ウ ナ ギ 2,0 2.0 0.2 

ニ己 ピ Q.3 Q.5 l,5 Q.3 
ーー

サ コ． シ 0.2 0.2 0.2 0.2 

;r.. '/ 0.2 0.2 

ア ジ

付
，q

v
 



大阪湾北部における赤潮調査

前報までの調査によって大阪湾の指朝発生現象についてはその概嬰が判明したのであるが、

その原因について究明することができなかったので、本年度もさらに赤湖発生原因について詞

調査を行つTこ司

調査は2回行ったが、第1図は日ij年にくらべて赤潮発生時期が平くお交の準備等が不備な

ため、充分な認査が出来なかった．第2問調部主赤泊発生原因と思われるプラ γクト γの生

fl］的な変化について主力を注ぎ調査を実施した．

平不＊＊ネネ辛料巾＊本＊＊＊＊料＊＊ネキ

~ I 第1回赤湖筑査3
＊＊~＊平草＊＊＊＊＊牢草本＊弔＊キキ＊＊

jお資要領主
事＊ネ事事事本不平＊＊キキキ＊＊キ＊

(1）年月日

昭和31年6月22

（引場所

堺計~ほ；（jjの森地先

海搾4地点、

(3）方法

赤潮発生Lつ時は直

ち：こ述絡方、沿岸漁

協長あて依演中のと

ころ、 6月兄 2日浜

寺漁業協同組合より

の通報に接し直ちに

現場へ行き、水温、

71(質（PH、D,O、

0 l、S1205）は表

問水と底j白水につい

詞 ：N.場所 Fit図

＼堺－.____ ｝ ’ 

、港 ，－－－.？ソ.~-- j 

一一品

工
一

O
一司ム

尺精

／ 
’採

4. s七

工50Cm0 

記。

／ 
ーふ同．
m 

／ 
／ 

〆’～．、、、、．

r, .:, / ＼ミプ
・ 15(){j ]./ ム 0 三万

；－／浜寺警 ・ふ

ノ．魚匂議
／ 0水試＼

／ 被衣

／高

大除港 ／＼ 

大 ρ斗／二＼、
津戸／ 大
川、滞

r－－－ミ ＼汗

石

町
占
ι 

て調宜し、プえととトンについては北原式垂直曳ネットで採集し、実験室吋守ち帰り検

鏡した。
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－事・￥・平＊・平

2 3 ユ

、A

表

股

水

一

成

層

水
定6・0 22' 5 121. 0 j 25・0

。C 。Cl 。C
26. 5 2 5. 5 126. 0 

第3表プランクト γ

第2表水質

1.77 

（説上欄表層、下欄底層

詐弘樹~_21空白土－o~<m3; 

陪ず戸J組；
2 3 4 

封ド 組 l 沈 1 誹 組ii完！排

た 成 水 f;~ 澱 水 成澱水
手回話 頚 ＼＼  

澱 成 澱 水

、、 昇 長 玉E 持 盆 i胃，t． 持 長 量 % 査t長

S.K,Oo s七atum. 18.0 p.097~ 忠治1 379.4 18'(γ 22.,l. ぬ臼 J37Q9 6.0 おお ユ9αz

Rh,s e七igera 1.6 

J’P s七ol七Grf o七111 0.0 
ー

Eu c, z o od ia.c us I 2.0 
一一No cも1,-sci n111 a us 86.0 95.0 72.4 rT5.0 
－ー

Oop,naupl1s 2.0 3.0 ユ.(3 6. 0 
・-

N 3p, 4..0 3.0 1. (3 3.0 

Oer,.furca 3.0 

魚 N~ 2.0 I 
一ー』ーーー－司』

＊＊帯平＊＊＊平市＊事3ド本＊＊牢＊

3考察3
キ＊本＊＊＊＊ネ＊＊＊＊＊＊＊＊＊

今回の赤潮は6月l9日i策、堺治岸から泉本型沿墜竺全竺犬、海の色が策褐色を塁切合め

殆んど工日中変化すること弘三停滞し主いたようであるが、魚類には特に異状を認められな

かった。当日観測をした定置観測の結果では比軍の低下が目立つ程度であったが、その後海

水の色は6月20目、 21日と経過するにしたがって漸次その濃度を加えたことの並びに天

候の具合、海況等から判断し、赤潮の発生が考えられたので浮遊生物を検鏡したところ、

Noc七， scinillans が過多発生していることが判明した。

工昨年及び昨年の赤潮調査で発生前（こ相当の降雨量があり、気温及び水温の変化が認めら

-3♀ー
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れ、叉比震の低下することなどが判明したが、今年の発生前の気象及び海況を定置観測で調

べると次の通りであった。

第4表 赤潮発生前の降雨量汲び気温、水温、比重
-"5(------

調査年月日 o.n 0.12 6.13 o.14. 0.15 0.10 0.1'! 6.18 t:3.19 

雨量 mm 0 もr JZo.o 一 。 。 一 。 45 

最高気温・c呂志5 26.0 Zl.O 一 2'!.8 29.5 30.2 30.0 

水温。C 19.4. 19.7 19.4. 22.9 お .1 一 _22.0 24.8 

;?2.4 一 16.9 20.2 一 記0.5 17.5 比 重 22.71初 .9
I I I I 1－一一・I

第4表の如く雨は赤潮発生の6目前に相当珪降り、この時は気温も相当低くな7・Cいた．

この雨水の彰訴で降雨の 2 日後に比重が低下して、それ以後はずっと比重カ・•1liいま斗続い

てl9日も工ワ， 53/o。となっている。水温は降雨の後、次第に上昇して赤潮発生の19 

日は最も高く之4,8。Cとなっていた．これらのことから発生原因として考えられるのは降：

雨後、淡水（雨]j（）が多tatこ海水中に流入してプラ γクト Y繁殖の栄養源を供給し、更に

水温もプラ γクトン繁殖に適温であったのではないかと思議される。

その後6月22日に浜寺漁業協同組合から、地先治岸の海水の色が変り、地曳網を曳く

際に絹<l)qlrこ図形牧のようなものがつまって約が曳けず、海水中に手を入れUまつるつる

すベる傑な感がするので調査してほしいと云う依頼で潟資したところ、既に赤潮が強度に

発生していた。その結果は第・1表、第号表に示してある如、水温については水深4m.で

表層水と底層水では5°Cも迷っている地点があれ D. 0は一般的に底胸水のみは調査全

地点とも著しく減少していたが、表同1kは通常の海水と大差が認められなかっfこ．

p Hについては8.6～8.ワと幾分高い値を示していた 0 1は表層水が全紋的に低い

債を示しているが、これは一般的な傾向であるの

S1205は、表層水は相当泣含有し、底閥均梢々多量であった。

プラ γクトンについては第3表に示した如く石津川附近のプラ Yクト γについて既往の

資料がないため適確なことが云えないが、昭和30年度に実施した淀川水系水質調査の湾

北部Eこ出現したところのプラソクトン組成と比較して見ると、今度の茄司胡は動物性プラ γ

クトン中の Noo七， se in 11 ansが調査地点全成における組成声の大半で72.4～95.0

需を占めている．その他のプラ γクトンとして通常出現している植物性の OM凶∞置問、

s kelo七onema.苧よ見られなかった．従って固定した資料め検鏡結果からは一応、

Noot,o1n1llansの他にGym.nodi UI!l S P が多郎こ出現してい主ょうであるが、

-40ー
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固定した資料からは査定することができず、翌日の捻k（水悶主点）でその存在が定量的で

はないがかなり多いととがわかった．但し赤潮の主原因であるプラ γクト γカミ Noo七，

SF、かは判明さすことができなかった＠
sc 1n111 an a ヵ、 Gyrn.nodiun

＊＊草＊本＊＊＊ネ本ホネ＊ネ本事＊＊

主摘 要；
＊＊＊＊＊＊木君主＊卒学事＊＊ホネネネ

(l) 7]c温は表勘kと底取kとでは著るしく、 5。Cの差があった．

D,O、は底勘kのみが著るしく減少していた。

については全般的に減少している。

S1205、は比較的に多量含有されていた。

C 1, 

(2) 

ρ） 

(4) 

Scinillan sが最も多くみられたが、又No c七l、

Gym.nodiu E も多く出現していたようである．

プラ γクト γについては、(5) 

口凶Q
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大阪府水産試教場地先一点

調査方法

8月見 6日頃本場地先海岸の砂防堤の南側の海水が柏持品色を塁し数日持続したことから

(3) 

水質 (D.0、Cl.工z
赤潮と推定されたので9月工～Z日にわたりその地点を採刀、水温、

H2s）プラ γクトンの変化につI.、て調査し、次いで3～6日は回復したかのようで

9月マ日朝にいたり罪、獄中より泉大津沖にかけて広範囲に赤潮を見たので再度水

試地先で採水し水質の調査をすると共に、この海水のプランクト Yを突験室内で飼育、時間

消費量、

あったが、

9日因みにこの赤潮はマ、 8日と持続したが、
経過に伴う生理的な変化について調査した。

朝は卒常に復したものと認められた．
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「ア干ミデ下空

• J 

~~主旦』 1:;;la__
311 
。

水 l PH 
上層 9.3 8 

底 用 9.0 ・a .. 
a 1 13.95 エ5

%。
，， 

15. 60 ユ5
DO 1 工• l!r 4 

量〈
，， 

。n 11.03 3 

プラ γ G ya n c d 1 nm , E P 5. 000 2. ( 
，， 

クトン 工oc当り個体数 2.040 1.: 

第兄表 9月マ日における水質とプランクト Yの時間！的変化

下、E －経過時間
民－－－－－－.＿＿＿＿ [K～込山

、、＼；刀、‘

ii.,,.,. 相 i上沼
k I’d ・ - - ・v I Iま層

3 笠 ()ftl 笠

D,0 

。？を ’F 

I2消え量

ri18"/.e "" 

質 H2S 
Dj/e ，， 

S k, 00  3七aもun 
，， 

プラ γ ・100当り偶数体

クトソ Gym.nodium ，， 
lee当り個数休

工.5--=n:;-
1.7 

5,270 ー…I 9.400 て~：。
2 . 40 0 3 . 6 0 0 0 

プランクト γの消長と D,Oの減少との関係を知るため突験室内において赤潮発生中の本場地

先海水を濃縮して実験水槽に入れ、パラフイ γを用いて空気との接触を遮断し陪知こ 20時間

放置した後PH,D.O及びプラYクト γ個体数につし、て調査したところ第3表の如き結果を得

、a
E

’1

fこ．
第三表 20時間後における PH, DOプランクト γの変化

水 質

プラ Yクト y－ ~~f パ';; p H D 0 Gymnodiura 

密閉直後 i8.3 5.9 loo当り 44. 唖？， 
% 

2 O時間後！ ヤ.4 0.1 エ5ヲ
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：；：：学本＊＊＊＊＊＊司区＊＊キネキ申宅4

3考 察言
通ォ：＊＊＊本＊キ＊時，.和字本＊ネ＊ホ

今回の赤糊如、 Fig 工、おの如きものであって水伎のD, 0 については9月日には

過飽和の状態にあり 2日目は減少しているが魚類には特に異状は認められなかった．然し広範

聞に赤潮をみた 9月ワ日には D, 0は極度に減少しており、プラ γクト γについても、

Gynnod 1 um s pが9月工日より lec当り 15・00 0と間体数が多く出現しているn

プラソクト－：／ ( Gy mnod 1 un) とD.0との関係はt?;3表の如く 20附間後において D,0 

は0・1巧と皆無の状態でありJ Hも低くなっている。これは実験中Gyranodur:iの生活

により D.O が減少し 002 が増加したと考えられる。 （実数の少なくなっていることは死減 、、

によるもの）従って赤潮の発生中に酸素の減少することは主としてプラ γクト γの過多発生に

よって起りこれが魚演に影響を与える大きな要素と考えられる。このプランクト Yの過多発生

がどうして起るかについては河川水の混入或川まそれと関連する都市排水によるものヵ、叉は

地形その他気象海況等でおこるかについてはまだあきらかでなし、。

なお今回の赤潮について 8月下旬より 9月上旬に水部車先の小範囲でみられたものと、 9月

マ～8日に堺より泉大津にわたる範囲に出現したものとの闘速は調査してし、ないのでわからな

し、。
ネキ本木本末ネ本事＊＊ネ本本＊キネ

き摘 要3
2字率本＊＊ネネネキ＊ホ＊ネネ＊＊＊

（工）今回の赤潮のプラ γクトン：tGyr:in od 1 umの過多発生によるものである。

（£） プラソクトンの過多発生と D, 0との変化について Gyranod 1 uraによる室内実氏拾長込

D , 0を減少することがみとめられた。

〈担当 佐回東和夫、 兄割放郎）

6
a
F

，
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『 "J""

水 産 資 源、

大阪湾底曳網漁獲物調査

前年度に引続き大阪湾底知（吋鮒純物こついて漁獲種類、出獄況（季節的消長

長）漁獲組成等の調査を行った

、． 

＊軍＊当主宰＊＊＊＊＊＊

主方 法Z
牢恥ド牢事キ申申キ牢キ

標本の採集及び調安項

目は原則的に30年度と

問機であるが、本年度は

標本採集期日を6月、 9

月、 12月、 3月の4期

に分け、各々の月の下旬

3回（3日連続採集） l 

回毎ユ貫目内外を無作為

採集した。但し天俣の都

合で3月の傑本採集はてe

きなかった。
卒事＊＊＊本＊本＊＊本名
ネー ＊ 
三和 対主
＊ネネ守＇＊ ** '1< 

出現笛煩及び？＇；.？.主~｛；豆成

は‘ 日戸子とi::t同主義の対話長
を得た。これを表示すれ

ば第工茨－－UP哀のと勾

りである内
平寺。F平不平不平'1'平本

j総括j
ホネネネ半平ネネホ＊平

以上昭和30年、 31

年の2ヶ年にわたる内海

区水産研究所委託設査

「瀬戸内海底曳網漁獲物

によるエピ類の分布並に

組成調査jから本府エピ

漕絹漁獲物について若干

の知見を得たので以下の

とおりとりまとめT九

第工表 漁獲種類及び出現状況

（エピ類‘魚類別、月別百分率）

種 類 重 量 尾 数

6月 9月 12月 6月 9月 12月

トラエピ 7.1 7.0 記5.2 4..1 10.7 ~.5 
アカエピ 19.8 54..8 58.3 6.1 58.8 44..2 

.:c. サノレエピ γ.6 3γ.7 ll.O 2 •. 9 25.5 0.2 
9.2 0.1 0.3 15.-2 O.o 1.4 

乙 2.9 0.2 8.1 i.o 
4.7.8 0.5 3.1 α）.1 4.5 11.4. 

類 5.1 1.6 2.5 2.1 
0.3 tr 
3.。 o.己 o.忌 0.7 

一一ー a・一一

2.9 0.1 4..1 0.6 0.4 5.0 
40.9 臼 .3 4.0 '18~ 4. 79.3 4. 7 
1.8 0.3 3.3 4.4 0.1 
工.6 0.9 0.6 0.3 
5.1 0.9 67.5 ,.e 3.1 82.3 

定t 16.4 己.9 5.2 9.9 工.o 2.6 
ヒイラギ 1.3 4.7 0.7 l.，町、， o.γ 0.2 

一、 ::r:. 、J 8.0 4..6 7.0 1.5 l.8 0.9 
カワ J、：Y: 0.9 1.9 
トラフグ 1.4. 0.1 
クロウシノシタ 5.4 0.1 Q.2 
イツテンアカタチ O.o o.5 
マアナゴ 3.1 4.7 o.o o.5 
キγアナゴ
ガYゾウヒラメ 0.4 0.9 O.o 0.1 
マコガレイ 12. c3 0.4. 0.7 :w.o 0.1 0.1 
－マ アジ 0.3 o.工
アイナメ 2.3 0.9 
カナガシラ 0.3 1 .. 2 
メイタガレイ 2.5 0.9 

類
ク→Fフグ 0.8 0.3 
クラカケギス 1.7 0.5 
マフ グ 0.3 0.1 
ヒ メ ジ o.γ 0.1 
オミ三ノカレイ 4..1 1.2 
キ ス l.7 0.8 
マハゼ 2.0 0.1 
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第2表 ぬ；笈組成 ~o)

市i一手弓類こ＼二一一、－-8----網 期間 平均
12 

経40路．σ ニ:I:. ピ おi 32-7 
魚

コ 1類哀
19.4 25.9 

シヤ 10.0 9.3 

軟 体
類類

2.0 Q.8 1. 5 I・
カ ーー 21. 4 , 3ワ.2 23 .3 

第3ーユ表 主要エピ類の胸申長組成

店連
ア カ ;r.. ピ サルエ ピ ト

ラ エ 1ピZー一月一－
6 月 9 月 12月 I 6 月 9 月 工弓月 6 月 9 月

♀た ♀ ?;' ♀ 台；立．久 平i公 立16。A' I ¥ 。’T、 ♀ c') 

6r:nユ 1 1 

マ 4 ヱ
8 1 7 3 工 3 

9 日 工 3 3 1 6 4 8工6

10 4. 工 L 3 1 2 aり. .., 工 4. 4 26 おO

11 3 4 6 。6 4 2 1 ？？ 6 23 19 

12 4 工O ユ 4 1 6 －〆et: 3 4 3 工 3 己工5 工0

13 6 11 5 工5 ユ 1 工O マ ヤ マ 9 6 エ 工 0 戸 ワ

14 1 4 9 ユ3工9 1 3 6 10 10 工0 っ，、J 8 2 工 2 3 

15 13 3 19 26 。。かっ、， ワ 完工O 5 6 2 1 2 

工6 1 10 5 工914 エ10 3 2 3 1兄 工 。2 工 1 

ユマ 1 10 5 2 4 工工 2 2 ム 4 10 2 1 2 1‘ 

18 5ユ9 3 4 1 8 工 ‘'j 『‘． 工 4 。 1 工

19 6 15 4 ム 2 ワ 日 。工 エ
日O ユ010 3 2 8 つp、r 5 2 ：コヲ， ユ
兄1 ワ 4. 1 1 ワ 5 

22 3 3 工 2 エ
23 8 ユ 2 っ，、J 工

24 2 1 1 
ω。 l l 

計 43 60 55 49 マ3 90 42 28 66 44 5( マ2 2, 31 43 26 84 80 

第!3-2 アプJハゼ、テ γジクダイ、シャコ体長組成

関 ア－カ ハ ゼ テ Y ジクタ．イ シ ヤ コ

ら｝ 9月 12月 6月 9月 12月 6 月 9月工お月

10ロロ 1 ム
おO 1 エ

% 
8 15 

30 2 4 10 116 2 0 T句．

40 工6 55 :・40 6 エ 44 5 12 13 
50 69 9工 記0 9 6 19 工6 25 
GO 6 7 1 2 33 Zワ 14 
マ0 11 2 工 工4 6 ユ4
80 ・11 ’ア 19 工 13 
90 2 1 ユ 。

工00 2 
工10 ] 1 

計 116 工20 γ記 16 20 工83 91 66 91 
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本本本本本字本＊平＊キ＊＊本字＊＊＊＊ネキ挙

手伝府底曳網漁業の概要3
＊字本ネネ＊＊本＊＊＊ネネネネネネ本本平ネネ

本府の底曳網島祭は打瀬網により代表された古い歴史と、伝統をもった漁業で、昭和26 

年の淵音整理の結呆その殆どがエピ漕網叉は石桁絹に転挨し、零細漁業化されたが、現在

なお、漁船数488隻を算し年品官漁獲高136高貨に及びカタクチイワシ漁業と共に本府重

要漁業の一つである。

エピi曹絹は大体岸和田‘堺を中，Nこ北部に多く、石桁絹は泉佐野を中心とした南部に多い．

エピ漕洞の殆どは夜間｛謀議（夜曳）てて大体后後お時頃基地を出航し（総場習指に工時間～

足時間を要する）翌朝帰港する。その間の操業回数は3-5回で1回の曳締時間は3時間内

外である。漁船の大きさは 5トン10馬力で普通網Z統を使用している。漁期は4月から工3

月迄で冬期（工月－ 3月）は殆ど石桁絹に替る。な判官絹の漁獲状況は第4表である。

第4表 i菅約月別漁獲高（湖←隻分）
単位賞

主可キ f書 網 揖 弐フ守宝主と 期 間

4 5 6 7 8 9 '10 I ll 12 

総 漁 ~ 高 1B5.9 4臼.4. 7r9...8 工4$:{4941.1 Effi.l 978.Z 13CX3.9 lOffi.5 

稼 動 日 数 8 16 18 22 18 17 20 Zl 19 

操 ~、＝ 回 数 25 包 偲 ユユ5 104. 83 78 70 72 

1 日平均操業回数 3.l 3.2 3.8 5.2 5.2 4.. 9 3.9 3. 3 3.8 

工日平均祢獲高 己3.2 29.3 39.0 Eδ.，1 2＇マ.4 乙9.6 48.9 02.1 56.1 

工回卒均漁獲高 7.4 9.2 工0.3 工2.5 4.. 8 6.工 J.2.5 18.6 14.8 

漁 ;Pi 高 工12.2 217.3 沼 5.5 332.o 81.9 2&3.2 505.8 674.0 482.5 

:r:. 

1トト総1一漁日一凌対平均r高F総にるよ獲凶高
60.4 4β.3 40.6 23.1 16.6 46.9 51. 7 51.7 45.3 

ピ

類
H..O 13.6 15.ジ 15.1 4.5 13.9 25.3 お .1 25.4 

工回卒均ぬ獲高 4.5 4.2 4..2 2.9 0.8 2.8 6.5 9.6 ιマ

石街網 j安楽期間 工ヶ年の潟獲高

工 2 3 4 羽根弱 li曹網 計

200.0 344.5 303.2 エ09.51017.3 7142.5 8100.8 

14 18 17 g 58 159 aマ

131 誌58 251 134 774 666.6 

9.4. 工.4.3 14.8 14.9 13.3 4..2 

18.6 1.9.1 17.8 12.2 17.3 44.9 37.(3 

2.0 1.3 工.2 0.8 l.3 10.7 

92.0 61.1 58.6 完工.9阿部.5 お928.0思 61.5

お .4 17.7 19.3 20.0 

6.6 3.4 3.4. 2.4 4.0 18.4 14.6 

0.7 0.2 0.2 0.2 0.3 4.4 
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拍戸－·a·，＞＇；－＇’A」~
..，笠宮 -・-"'/' 、、ー

＼／石，／~→
＼（αしノ品、／－；

//)/~; ／ん／
B" .. ・,¥ ;Q岸和田

~-- -・o佐野

本

石桁網はエピ漕網に比ベやふ小

型な2.5--3. 0トγ程度の治船が

多い。漁期は周年で昼間操業に限

られている．織ま普通5ケを使用

エ日 10固から18問操業す

（工回の曳締尋問は30ー

し、

る。

40分）

その他、阪られた地域（深日地

方及び泉佐野の一部）で絞曳網が

行われているが数は少ない。漁船

絹1統を使用し工回の曳約時間は l
1日6ーマ凶 l

；呆菜する。 J呆宗は殆ど昼間である。 1

0. i 

1 0 ,.,. ,.,. 5 0～60n 

L＿一一一一－」主主旦L 之丘三己口三豆塗♀
エピi奇病の大部分と石狩絹，；コ｜

淡輪
の大きさは大体石桁網存度で普通

ユ3～25 ll 

2 O～2 5 n 

it~ 

水深
，， 

i魚

ぬ場

’調

，， 

曳

ム

B 

底おユ i司

約兄 O～30分で、

工部がλぬ場｝こ集中される。

底曳網のぬ坊は大体人

の3ヶ所（第工図）に分けられる

．． 
jJ、

漁獲物の包顎並に組成

(J イ 説会

昭和30年、 31年の記ヶ年を通じ熊本；こ現れた滋狽は第5表の泊りであっ九

潟戸内海のエピの菌類は現在約庄程類認められているが、大阪湾の如き強内湾性の泥質底

では、程頚も限定され．おそらく大阪湾iこ総息するエピの程瀕としては‘前記工之低ヨのほか

_.l 
ヨシエピと 10月からユユ月にかけ 1時的にぬZミさ当初標本trJ葉より除外したクJレマエピ、

(2ヶ年に於ける桜木中には現われなか
れるクマユピに、僅ながら梅思していると思オコれる

った）ホツコクエピを含めたaO経内外と思われる．

事本調査に於ける標本はA掠場に於て操業した漁船から採集した．

＊擦本はエピi曹洞漁獲物より l貫目内外を無作為採集しエピ視の中クルマエピ、

軟科、顎のマダコ、

ヨシ

マイカコウイカ、コチ、ハモ、クマエピ‘魚類のスズキ‘エピ、

等大形頚を除外したもの。
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漕網源獲物の種類（保本）i(5表

名

アカユピ
トラュピ
サルエピ
スペスベエピ
マイマイニピ
エピジヤコ
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Crago Japon1cus (!,!!ors) 
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Hlppoy11mata. 'flt七ntc. S色lmpson
PlesJ)n1k:e. llp, 

名和

コニ

ピ

顕

Chae色ur1ohthy1J hux且no::ie. (Blo日ber) 
Tryha.uohon va.g inn ml orooopho.lus (Bloeber) 
Cryptocentrua f110tlr (Ourler ot valenc1ennes) 
Elr oもa. abox (Jordan eも Snyder)
Ac ant hog ob 1 tHl f l n v iロanus(Tommln ekeも Sehlege l) 

(Tocmlnck eも Sohleg e 1) 

σocm1nolt 白色 Sehl egol) 

σ01:1c1nok et Schlegel) 

(Hi cha.rd a on) 

nuohnll:J 

s
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u
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0
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Spha.erolde:1 :ipa.dloous (Richardson) 
Sphaorold日a porphyrousσo::iminok et 11ohlegel) 

Rhinop la.gus 1且 ll.pnlo且 σ。ロm1nck oも Schloge 1) 

!:la. J orσ。nmlnck oも Sohlo go 1) 

、（l'om1:11nok e色 Sohlog o 1) 

(For 11 ka. l) 

(Tommlnok et Sohlogel) 

cruv1。r oも Ve.leno1白nn白 s)

a.noma.la. 

o1norou:i mur a.one11 ox 

'J a.p on・1・c us 

Acan~.hocopola. limba.ta. 

(Brovoorも）
σord.a.11 e色 Snydor) 

(Fora k nl) 

Engra.u1111 

All色rooonger myr la a七ur 
Rhynohooymbn nystroml 

(Tana.kn) 

σommlnok e色 Bchlegel) 
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σoc:n1nok o色 Schlogol)

σorda.n o t St nrks) 

Japor1ous 

Oもak11 

Trnc uvru11 

He:.cngr a.::i::nos 

民 1crop b臼1・a (Ginther) 

(Tom::ilnok 白色 sohlogo 1) 

Lopldotrlgla 

ハゼ科
コモチジヤコ
アカハゼ
アカウオ
イトヒキハゼ
イツハゼ
マハゼ

テンジクダイ科
テンジクダイ

ネヅツポ科
ネヅツポ

ヒイラギ科
ヒイラギ

;:. 'I 科
マユッ

カワハギ科
カワハギ
ウマズラハキ．
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アミメハギ

マフグ科
クサフグ
トラフグ
サパフグ
マアグ

ウシノシタ科
クロウシノシタ

タイ科
マダイ

イボダイ科
イボダイ

ハモ科
ハモ

カタクチイワシ科
カタタチイワシ

アカタチ科
イツテンアカタチ

アナゴ科
マアナゴ
ギ γ アナゴ

キス科
キス
マトトラギス

サイウオ科
サイウオ

ヒラメ科
ガγゾウピラメ

カレイ科
マコガレイ
メイタガレイ
ホシヵ・レイ

アジ科
マアジ

カジカ科
アイナメ

ハウポウ科
カナガシラ

トラギス科
クラカケギス

ヒメジ科
ヒメジ

Apogon llnoa.tu:i 

Oo.lllony1aua luno.tua 

魚
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Bregma.cero/J 
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問
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これらエピ類の殆どは周

年を通じて潟Eきされるがそ

の季節的出現状決を示せば

第2、3図の遜である．

Iし寸

寸！」－l.－~.：－__ 1土 庄iゴ
マイマイエピ

、
4t 

4
 

一一数

「
浪

「
日

円

山

、

況

「

ナ

げ

状

千
1
U

現

ι
寸

6
尾

出

↓
5

3

別日
μ

4

Z

6

一

Z

v

l

－

B

出

n凶
ば

ご

E
m
u－
4
量ょに

け

i
！
「
！
161lL
切

し

ト

ル

ボ

マ

」

門

－

F
広

エ

つ

円
い

l
L

’J1
1

6

1

l

J

f

L

K

k

d

川

↑

エ

f
i
l
l
日
f

－

Z
J
E
か

！
刀
ゎ
ト
引
い
山
ト

f

i

p

十
一

J

M

品川、ご

F

」
l

「寸
l
1！
町

i
I
i
4

門
川

l
1
i！
J

寸

一

一

1

一

、

｛

，

川

↓

若

一j
｝
ゼ
－
」
川
け
U

l

i
」川一ハ川い一！
P

．l
j
l

！
1（

U
什
↑
畑

L

一件’
1
1
f

；
l

’‘「一

L
「｜！

D
対

Z
宣

恥

J

引↑ア
j
刊

ι

山件」
J
4」
」
十
J

」
イ
］
」
十
半
判
山
出
ム
一

5

明

；

6

4

Z

4

h

…
6

4

初

U

6

4

M

特での

く

で

初

の

の

要

ゼ

3

、

を

奴

時

の

類

イ

コ

ウ

の

あ

重

シ

サ

総

の

当

経

る

多

け

当

も

類

主

ハ

・

ゼ

半

魚

1

そ

径

マ

ダ

ド

鼠

に

り

。

は

ガ

が

他

相

が

為

に

だ

が

る

魚

（

カ

Z

ハ

大

の

り

で

4

他

マ

γ

絞

中

な

る

で

、

等

の

も

る

で

類

た

す

し

の

ア

他

ヵ

の

他

よ

み

。

は

の

）

ジ

低

の

か

れ

類

コ

ミ

そ

量

あ

値

非

盛

れ

達

か

も

ば

の

ア

そ

の

に

の

い

て

そ

カ

中

く

牧

は

ら

殻

ヤ

サ

ニ

は

で

置

は

た

ら

に

し

る

え

そ

に

が

そ

期

る

な

い

が

イ

の

多

動

に

見

甲

シ

ガ

ガ

て

多

鮒

類

れ

め

類

・

れ

云

イ

特

イ

。

時

れ

少

っ

た

ヶ

そ

的

協

的

と

の

オ

メ

シ

つ

雑

ど

積

一

現

認

種

る

さ

と

ダ

、

ダ

る

は

さ

に

に

れ

ヤ

の

軟

縞

済

物

外

ジ

ノ

イ

至

も

殆

に

が

の

れ

盛

）

ク

で

ク

い

て

袋

常

知

ら

り

る

比

曳

経

獲

以

ス

ヤ

、

に

類

は

類

本

湿

り

わ

線

物

ジ

魚

ジ

て

つ

ぬ

非

休

め

シ

あ

が

涯

は

ぬ

ピ

‘

ジ

れ

－

一

留

は

魚

僚

8

な

忠

一

年

一

白

ン

雑

ン

め

一

世

一

に

も

軟

認

（

カ

カ

L

て

な

エ

コ

さ

ガ

ぐ

的

本

3

か

と

周

漁

テ

の

テ

占

に

的

畳

が

カ

等

イ

多

つ

要

ヤ

ミ

獲

雑

多

’

流

除外した大形魚を含めれば
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エピ類の漁獲組成及び卓越街第3図

卓越限界尾数
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民、

第6表 エピ穎の漁獲組成及び卓越組

（ ）内は卓越位

～言組でご長～、ー＼ー－~－←二分 1在 最 ~) 
4 5 6 7 tま g 10 ユ工 工広 ユ 2 3 平均

ト 7 ;Iニ ピ 6. 8 3.6 20.2 ユ0.9 (22. l 7. ,j, ユ2.β 12.3 20. 13; 工0.1 ll. 9 6.4 J.！.宇二旦1
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(2）漁獲組成

エピ漕絹のぬ獲物をエピ

類、魚類、シャ三、軟体類、

カニ類に大別し、それぞれ

の組成を見るとエピ績の35

～4 0 f'を筆頭に‘魚類の

25～30第カニ類の30 

%シャコ、軟体類のj領位を

示しfこ噛

エピ類及び魚類について

更に内容（経済的〉を検討

して見ると、魚類の25～

30停はその殆どがアカハ

ゼ、テγジクダイ託金体の

約6ユ．エ掃を占めている＠

この両者は長桝としては低

訟なもので経済的価値は少

．ない。従って全体の 35～

40需を占めるエピ類がエ

ピ漕網漁菜の経済を支西日し

ていると云得る。しかしと

れらエピ須の中特に経済的

価値のあるものはアカエピ

サルエピ、 トラエピの 3抵

に過なく、その他のエピ顎

乃殆どは肥料叉は一部釣館 第4図 漕常弘石桁網漁獲物の租成

に利用される程度である． (100声／出現種類く卓越極）

第6表、第3図はエピ演の潟獲組成並に卓越箆10 0需出現種類（卓越tmを示した。こ

れによればアカエピは周年を通じて常に卓越街として一頭地を抜いている。次いでサルエピ

{13 . 5需） トラエピ（12. 0再）が甲乙なく続いている。この3種は本府で普通「エ

ピジヤコJ又は「小エピJとして一括販売されているが、これら「小エピjは溶絹で漁獲さ

れるエピ類の61・8揮を占めその節主クルマエピ、ヨシエピ等の高級エピ釘に比較して遥

に多い水揚量である。

因みに瀬戸内海全般の経糊句比率を示すと（1）アカエピ（32第） (2｝サJレエピ（28幻（3)

トラエプ（l9声）でクルマエピに至つては5声に過なく‘大阪湾に於ては前記3種とクノレ

マエピの経済官旬開きは更に大き事は予想される．

その他のエピ煩ではエピジヤコが年間を逝じ21.お掃を占め相当な量が潟獲され経済的

には殆ど無価値ではあるが生物学的には一応注意される種類である．
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＊＊＊本＊ネ＊ネネ事事本＊草＊本本本本＊＇ドネ＊＊：幹事＊

3生態に関するZ‘ 3の知見i
＊＊＊＊＊＊本本ホ＊ネ＊＊＊＊＊不本本本本＊＊キ＊＊＊

大飯湾底曳網漁獲物である有用エピ類（アカエピ‘サJレエピ、 トラエピj及びアカハゼ、

テソジクダイ、ジヤコの生態Z、3について記載する．

（工）季節的消長及び体長（胸甲売の組成

アカエピ

アカエピは大体潮流の遅い湾奥部に好んで棲息する関係大阪湾に於ては漕網に漁獲さ

れるエピ類の中本種が最も多川

1ヶ年の出現制兄は5月と 11月iこ記つの山が見ら九ワ月が谷になっている．特に3ユ
月を中心とした毛ゆ万から冬期（2月）にかけての山は5月に比して遥に大きし二この傑な

季節的消長lの生態的消長は本調査だけでは明らかにできないが、笠岡湾のェi:-:類に関する

安田（19 5 6年）の；調郵Jこよれ：たアカエピの産卵期が6月から始りマ .s月を盛期と

して 2月に終る点から推して、冬期の山は。ワ、 8月頃盛に消化した所謂「新エピjが平く

も漁獲の対象qとな・り、 5月の山は産卵群と産卵後期の稚エピが越冬後4‘5月頃急速な成

長を遂げ漁獲されるものと瓜われる3

一方各月の関叩長の組成を見ると 6月は胸中長の範問 l5-22mm （モード171nm）η大形

群のみであるが、 8月になるとワ-Bmmの稚エピから記0mm程度の大形群が混獲され、そ

の組成は・大体記つの群に分けられる。 9月以降：主各月とも次々とすfエピが補給されている

儀子が窺われる。中でも£月（モード工1:-n.m)3丹（モード10m坊の小形群：ま産卵後期のもの

と、短M世代のものより勝化した稔エピがその空与を3冬したものと忠われる。

トラエヒ

トラエピばアカエピ、サルエピに比してその廷は少ないが周年を通じてぬ~される。季

節的消長も他のエビiこ比してあまり顕著ではなく、夏期（6月、 8月）と冬期（12月）の

の 2 つの小さな山が見られるに~なし、。

各月の胸甲長の組成は8月に産,g［］詳と見られる（産卵の為湾奥部に没入）大形群（範閤

之O～お 6m豆、モード 22 mm）のみが漁獲されている。 9月凶若手は殆ど新エピと見られ

れるもののみであるが1工月にはかなり成長の早い一群（モードエ 3mm）が認められた．

叉Z月（モード 8mI:1)3月（モード9-10mm）の小形群はアカエピと同様越冬群と思わ

れる。これら小形群はいずれも 5、6月頃漁獲の対象となるものである。

サルエピ

サルエピは元来砂質又はE苅襲質の流速のかなり早い処に多く、稚エピ時代には湾奥部迄に

分布し、成長に伴い湾外に移動して工 1月以後は殆んど湾奥部には居ないと云われている．

宮 本調査に於ても大体同じ様な出現状況を示して居た。（第5図）即ち9月を中心として8月

9月、 10月に漁filの山があるほか殆ど協獲がない．各月の胸甲長組成を見ると 6月、 8

月は非常に複雑している。即ち6月は駒甲長範囲は工 2-24 mmの間にあって 2‘3ヶ

の群が見られる0 8月は更に複雑となって 9-28 mmの間に各種の大きさのものが混獲

される。 ヨ月以降は組成も比較的単調で各々「新エピjしか見受けられなかった．しかし

本調査に於ては大体前記移動の状態と一致していたが、実際には周年を通じて大形のもの

がかなり潟獲されている点から冬期湾奥部にも相当総息しているもののようである。

＊昭和3工年工工月エピ協議会に於げる安田技官講演
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シャコ、テ γジクダイ、アカハ七・

各々の体長組成は討6-I・E図に示した。本訴査では資料が充分得られなかったため生

態的吟味はできなかった．
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第6-l図

底曳網漁獲主要エピ類の胸甲長組成
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(2）成長

成長については本資料のみでは充分吟味はできなかったが、胸甲長頻度分布図から想定

されるアカエピ、 トラエピの成長度は第マ凶に示した如く、各々夏から秋にかけて成長の

早いものと、越冬後3月から 5月にかけ急速に成長を示すZつの傾向が見られた．
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；蒋ワ図 アカユピ、 トラユ・ピの成長度

(3）般住の組成及び大きさ

3月、 6月、 9月、 l2月の資料こっし、て糊ゆ比率（尾駒大きさの比較的別む

を仔った結果第会、 5表‘第8.9図を得た。即ちアカニピはi出こ比して雄が僅かに

（ユ：ユ .18）多く、 トラエピ、サルニピは逆：三トラエピ（1 : 0. 85）サノレエピ（1:

0. 91）と捻の方が多い。縫
：旦：n r:in mm 

t佳雄の大きさの比較はアカエピ（ 15.58：ユ 4. 2 0) トラエピ（工工．マ 5: 
mm um mm 

lユ－ 42）サ7レエピ（ 16.82 :l5. 28)と、それぞれ、佐の方が＊i：干大形であった

第ワ表 雄政の比（昆数）

‘司5・
置

陸宮
ア カ ニi:. 乙 ト フ ニi:. ピ

3 6 9 I 12 計 3 i工Z6 9 

平
o7 43 55 73 231. 48 28 43 84. Z邸

． 

（エ） (1) (1) （工） (1) （工） （工） (1) （ユ） : (1) 

0 
73 60 4.9 90 i'.82 36 31 26 80 173 

l.09) 立.4.0)(o.89) (1..お） ι.18) Co. 75) (1..ll) o .. oo> V.95）／や－~
→tj- ノレ ;r:.. ピ

3 6 9 工Z 計

,12 66 50 1国

(1) (1) (1) (1) 

沼 44. 72 144. 

(o.&) ( 0. (Jl) 1 U. 44) Ko. 9J) 

備考 ）内は9はllこ対する乙の比率
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(4）体重と体長（胸甲長）との関係

6月、 9月、工 Z月（テンジクダイのみ5月、 l2月）の資料について、体重何）と体長

( L -~ ..・・エピ類は胸甲長）との関係式を求めるといずれも W= a.Lb の記次式で現わさ

れる。それぞれ直線の傾から第6表の如き常数を得た。

第 9表 体重（w）と胸甲長（L｝との関係
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W=0.000659L W=0,002000L if=O. 000186L W=0.000339L 

テンジクダイ

5 月 12月

W=O, 0014マL W=O. 0 OOlワマL
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エピ類資源創設定の一試み

昭和30年5月から 3ユ年会月の1ヶ年のエピ漕網工隻の目別海獲量を資料として小エピ

類（アカエピ、 トラエピ、サノレエピ）の資源量をDeluryの方法によって求めた。

(l) De luryの方法

lo g10 C（七） =log10 長No一五司七） log 10 e 

0 （七） ： 七時間内の単位ね獲当りのぬ獲高

E （も） ： 七時間内の累積出漁船数

h : 漁獲努力の累宮町こ伴う単位ぬ獲努力当りぬ獲盆の減少率

N。 ： も＝Otこ於ける資源量

(2）漁沼こ関する考察

「小エピjの1ヶ年のぬ働た況を示すと第10図の通りである。

即ちマ月上旬と 10月下旬から11月上旬にかけての兄つの山が見られる。前者は6月

初旬から遂次補強された産m3群がワ月上旬にma.ximumに逮し、次後殆ど補強がないま

まぬ｝隻等（自然死亡も含まれる）により急減に減少し 8月旬にその谷が現われる。 9月に

入るとぬ況は次第に回復してくるが、これは6月～ワ月頃5附じした稚エピが次第に成長し

新しい資源（新エピ）として漁獲の対象となれその補給が工 O月下旬～11月上旬に頂

点に達する。以後大した補給がないま込 （以後の維エピの大部分は越冬に入るものと思わ

れる）次第に謀関等による減少が日sr:ってくる。その傾きが産卵群程には顕著ではないのl

i主、おそらく 11月上旬以降でも若干資源の補給があることと、資源fJ:が産lJ日l洋より：土非

常に多し、ため漁獲の減少が目立・たなL、のではないかと思われる

以上の考察に基いて7月上旬（序：卯詳）及び工工 fJ上旬（新エピ）に於ける資源量の推

定を行った

(3）資源立

第10表は7月－ 8月、 11月－ 12月の旬別漁獲赴を示した。これより第ユ工図I--If

を作図~得た係数により次の如き氏滋笠を推定しt~

マ月上旬の資源抵

4、 1,53
log o（町＝ユ， 53ーすす－ E t  

No=53マ.4賞

J = 66・5%

（但し《採桝）

工工月上旬資源丘

也 工， 515-ー工.30 log 0、）＝l. 5ユ8一一

No=268マ.9貫

f =36,9% 
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ネ附 記3
官制郷三繋ける小型機船底曳縞漁船~i.4 8 8隻あるカ：その中A漁場（第1図参照）で

操業する漕網漁船を万の工 50隻として仮に前記資源量を比例的に引伸すと A漁場に於サる

マ月上旬の資源量は約8高貫、 11月上旬約40高賞となる。

もとより本文での資滋fltとは厳街な意味の資源量包まなく所謂エ同百網と云う胸騨強ばって得射し

る。 「商品化され得る到訴すに過ない。従って現在の漁獲量 （j＝採桝）が「小エ

ピj資源管3祉適正な立であるか否についてはなお多くの研究を要する問題であるが、最速直

近エピ類に関しては暫時漁獲量：はま財日のi頃向を示している点を見てもかなり余裕のある漁獲

畳ではないかと思われる。特にヱユ月上旬の資源に対する現在の漁獲量（漁獲率）は翌年に

於ける越冬群の補給を考え合せるとかなり余裕のある廷と思われる．

第工 O表 エピ漕網工隻の旬思！脈獲量

E 。 G 七 K七 E （色）
d a七。 log C七

（稼動日数） （ぬ獲高） ( c／日） (Cの累積） (Eの累積）

f'/. i.～工O 6 1工5.0〆 工9.2/ 115.0 l. 2833 6 

工工～；w 8 工01.0 工2.6 記16.0 l, 1004 14 

21～31 8 マ0.6 s.s 兄86.6 0. 94-48 22 
．一

8.ユ～lO マ 39. 0 5,6 325.6 C.ワ482 29 

工工～20 6 23,0 3.8 3(1-8.6 0.5ワ98 35 

2:1～31 5 8.8 1.8 35マ.4 0-2553 40 

U.l～・10 6 エワ6,0 29.3 1マ6.0 1-4669 6 

工工～Z0 8 236, 0 29. 5 4工2,0 1,4698 工4

－一一一－一一ー

21～30 ワ 工ワワ.o 日5,3 589,0 1,4031 Z工

]2,1～10 マ ユ53.0 21.9 マ42,0 1. 3404 28 

11～20 ？？ 工49.0 完工.3 891-0 ユ.3284 35 

21～31 3 10記.0 20.4 993, 0 1. 30 96 40 
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第10図 エピ漕網漁浪商

11月 12月

。（七）
1.およlog

l.臼

log C｛七） 1.，出

1.6 - 1.46 

1.44 

1.42 

1.40 

1.38 

工・36↑ 。＼ 占
0.4 

ご〉
1. 

1.30 10 20 回 40 50 60 10 20 30 40 50 白

E （七） E （七）

第工 1-1図 第ユエ－rr図
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i要約i
卒事事＊＊本本＊本ネネ本＊牟＊

{l）本報告は内海区水産研究所委託調査の一環として、昭和30年31年の 3ヶ年府下エピ

漕網の漁獲について調査し、その問得た若干の知見を取りまとめ報告しT九

(2）標本に現れたエピ類はユ店経であったが大阪湾で楼息するエピの積類は記 O極類程度と

思われる。

魚類はかなり多種漁獲され標本に現オオU種類は38種類認められた。

(3）エピ漕網漁獲物をエピ類、魚類、シャコ、軟休類、カニ類に大別し各々の組成を百分比

で現わすとエピ穎35～40声、魚類25～30弟、カニ類20夕、シャコ軟t材認の順位

を示した。

件）エピi首網漁獲物の中該漁業の経済的中心をなしているものは全体の 35～40Jを占め

めるエピ類で、その中アカエピ、 トラエピ、サルエピの3槌でエピ類の6工.8持を占め

クルマエピ、ヨシエピ等の高級エピ類に比しては遥に多い水拐殺を示している。

(5）有用エピ類（アカエピ、サルエピ、 トラエピ）と主芸孤獲物のアカハゼ、テンジクダイ

シャコについて生態的2、3について検討した。

1）エピ類（アカエピ、 トラエピ、サノレエピ）の体長組成は大体同じ傾向で5、6月頃は

産卵群と思われる大形エピのみで、マ‘ 8月は親エピと思われる大形なものと、新エピ

と尉フれるものとが混獲され体歳以は複雑しているが 9月以降は新エピと！Jわれる。

小エピのみで毎月新エピとして資涼的に補給されている総子が見安庁られる。冬期にも

かなり小形なエピが見られるがこれらは越冬若手と忠われる。

店）アカエピ、 トラエピの成長は夏から秋にかけて急速に成長なすものと越冬後3月から

5月にかけ急速に成最する 2つの傾向が見られた。

3）雌堆の比はアカエピはユ：工 .1明jで雄が多く、 トラエピ、サルエピは反対にユ：

・IC Q • 85.、工：0.91でi；勧：多い。
mm  mm  

4）雌雄の大きさは3極共若干雌が大形である。 民医師捌きてアカエピ (15.58：工会.20) 
mm mm mm mm 

トラエピ（lユ． γ5:ll. 42）サルエピ（16.82：工5.28）であった。

5）体重と体長（胸甲長）との関係はアカエピ、 トラユピ、サルエピ、アカハゼ、テンク

クグイ、シャコ共に W=aLb の2次式で現わされ各々の常数を得た。

6）昭和30年5月－ 3工年4月までのエピ漕網1隻の漁位盈を資料として Deluryの
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方法によって「小エピJ （アカエピ、サルエピ、 トラエビ）の資源立を推定した結果

産卵群資源盆（ワ月上旬） 53 7. 4貫（採捕率66・5需〉

新エピ群資滋盈 (11月上旬） 2 6 8マ..9寅（採捕率36・9長）

を得た．

（担当 巻田一雄）

帯林梓紳材料料q

i文 献言
ネネ＊＊＊＊＊本不功。ド宇ネネ＊

安田 治三郎（ 1 9 5 6) 内海こ於けるエピ類の資源生物学的研究 IT 

各論各種エピ設の生態に関する研究

内水研報告 9号

(195 6) 瀬戸内海エピ漁業合理化に闘する研究

I干潟に依存するエピ類に関する研究

内水研報告工 0号
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